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上 位 勢 で 唯一 ハー ド タ イ ヤ で の スタ ー ト を 選択 し た マ 
ックス ・ フ ェ ル スタ ッ ペ ン 。 コン パウ ンド の 違い か ら 
くる トラ クシ ョ ン の 不利 を も の と も せ ず 、 フェ ルス タ 
ッ ペ ン は レー ス 開 始 直 後 の 1 コー ナー へ の 進入 で ニコ 
・ ヒ ュ ル ケン ベル グ を 攻略 し 、 3 番手 に 浮上 し た 。 こ 
れ に より 、. メルセデス の 2 台 か ら 離 され すぎ る こと な 
く 、 タ イヤ マネ ジメント に 専念 で きた 。 
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最初 の ビッ トイ ン 
ミディ アム で スタ ー ト し た バル テリ ・ ボ ッ 
タス は 13 周 、 ル イス ・ ハ ミル トン は 14 周 
を 終え た 段階 で 最初 の ピッ トス トッ プ を 行 
が 0 還 バ 語 ドス (ソニ ョ 方 見た目 旧 
の トッ プ に 立っ た フェ ルス タッ ペン は 第 1 
ステ ィ ン ト を 26 周 目 の 終 わり まで 引っ 張り 、 
ミディ アム タイ ヤ に 交換 する 作戦 に 出る 。 フ 
ェ ル スタ ッ ペ ン が ピッ ト に 向かっ た 時 点 で 
2 番手 の ボッ タス と の 差 は 19.5 秒 。 ポジ シ 
ョ ン を 維持 する に は 、 ピ ッ ト で の 静止 時 間 
を 2.5 秒 以内 に 収め る 必要 が あっ た が 、 タ 
イヤ 交換 に は 3.2 秒 を 要 し た 。 こ れ で 再び 
ボッ タス の 先行 を 許す こと に な っ た が ……。 
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ピッ トス トッ プ に や や 時 間 が か か っ た フェ ルス タッ ペン は 、 
2 番手 で コー ス に 復帰 。 し か し 、 ピ ッ ト ア ウト 直後 の ター 
ン 5 (アリ ー ナ ) の 出口 か ら ウ ェ リ ント ンス トレ ー ト で 、 ボ 
ッ タ ス の スリ ッ プ スト リー ム に 入っ て 急 接近 。 そ し て 、。 タ 
ー ン 6 (ブル ッ ク ラ ンズ ) で ボッ タス は クリ ッ プ 0 
大 回 り に 。 一 方 、 よ り 新 し く 柔 ら か い タ イヤ を 履く フェ ル 
スタ ッ ペ ン は 、 ラ イン 取り に 自由 度 が ある 。 タ ー シ 6 を コ 
ジ パ ク ド 下 に クリア する と 、 続 く タ ー ン 7 (ルフ ィ ー ル ド ) 

で アウ ト 側 か ら ボ ッ タ ス に し か け て 、 オ ー バ ー 副 用 に 成 
功 。 さ ら に 、 タ ー ン 9 ( コ プ ス ) 以降 は 圧倒 的 な ペー ス を 
披露 し 、 追 いす が る メル セ デ ス を DRS 圏 外 に 追い や っ た 。 
今 シ ー ズ ン 初め て メル セ デ ス と の 真っ 向 勝負 を 制 し 、 実 力 
で の 勝利 に 大 きく 近づい た 瞬間 で あっ た 。 
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チー ム 力 で つか み 取 っ た 今季 初 勝利 。 思え は 第 三 期 F1 活 動 以降 、 ホ ンダ が 勝 
つと き は 「 故 人 と の ご 縁 」 が あっ た 。 第 三 期 唯 一 の 勝利 と な っ た 2006 年 の 
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故 ア イル トン ・ セ ナ の 没後 25 年 に あたる 。 今回 の 70 周 年 記念 GP は 、1965 
年 ホン ダ が GP 初 優勝 を 達成 し た 際 に 、 中 村 良 夫 氏 が 本 社 あ て に 送っ た 電報 を 
思い 起こ させ る ほど の 快勝 だ っ た 。 5 
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19 年 RA619H の スペ ッ ク 4 を ベー ス に 、 今季 に 向け て PU の 戦闘 力 を さら に 向上 させ て きた 
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エン ジン の 上 に 載っ て いる 熱 交換 器 
の 下 に 、 家 クト が 見 える 。 こ の ダク 
ト は 熱 交 換 器 に 冷却 風 を 導く た め の 
も の で 、 イ ンダ クシ ョ ン ポ ッ ド 開口 
部 の 3 分 の 2 ほど の 面積 を 占め て い 
る 。 残り の 3 分 の 1 が エン ジン 史 気 
用 だ 。 開口 部 も ダク ト も 陰 に 隠れ て 
見 えな い が 、 エ ンジ ン の 前 方 に 突き 
出し た コン プレ ッ サ ー に 空気 を 送り 
込ん で いる 。 RA620H の 開発 に あ た 
っ て は 、 エ ンジ ン の 性 能 を 向上 させ 
る た め 吸 気 系 の ボリ ュー ム を 増す 必 
要 が あっ た と 2 れれ 2 
ル 側 が 要求 する エン ジン カウ ル の 中 
に いか に 収め る か が 課題 と な っ た 。 な 
ぜ な ら 、 エ ンジ ン を 収め る べき 空間 
は 、 レ ギュ レー ショ ン で 厳密 に 規定 
され て いる か らち だ 店 決め られ た 寸法 
内 に 収め る 必要 が あり 、 エ ンジ ン の 
性 能 向 ト に と っ て 必要 な 吸気 系 を 収 
め よ うと する と 、 エ ンジ ン 本 体 の 位 
置 を 後ろ ク に ずら す な ど の 策 を 講じ る の 
必要 が 出 て くる 。 こ れ を 実行 に 移す 
に は シャ シー 側 と の すり 合わ せ が 必 
要 な の で 、 ホ ンダ の 一 存 で 決め る わ 
け (g ほ いか な い 。 だ か ら 、 ピ 
ル と 綿密 な 調整 を 行なっ た と い 
で 、 レ ッ ド ブル か ら の リク エス 


ト も ぁ 昭 介 の 上 旧 で は エン ジン 
ぁ ウ ル の ド の 空力 も 、 エ ンジ ンカ ウ 
歩 の 外 の 空力 と 同様 に 重要 だ 。 レ ッ 
ド 乙 ル が 考え た 新しい コン セプト の 
流れ を 実現 する た め 、 ホ ンタ ダ 側 で は 
エン ジン マウ ント の 構造 を 見 直し て 
空気 流れ の 改善 に 貢献 し た と いう 8 

する と 2019 年 の RA619H と 変 
わ 軒 ( い な いよ うに 見 る 訳語 し 
く 変 わっ て いる の 敵 計 
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LEFT SIDE 


は 、 ホ ンダ 


1.6 2 V6 エ ンジ 
ン の 加 蘭 05 シリ ンダ 
ー ヘ リド カ パ 三 の 後 端 と プレ ナム チ 9 
ャ ン バ ー の 一 部 が 見 えて いる 。 エ ン 


ジン の 上 に 搭載 され て いる 熱 交 換 器 

の ほぼ ほう が 目 還 納 昌 98 セン ター フラ 

イン クー リン グ と 通称 され て いる レ 

イア ウト で 、 本 来 は サイ ド ポ ッ ド に 

収め る べき 熱 交 換 器 の 一 部 を エン ジ 

ン の 上 に 配置 し て いる の だ 。 見 た 目 

の 印象 か ら 容易 に 想像 で きる よう に 、 

重心 は 高く な る 。 重心 高 や 重心 位置 

は 車両 運動 性 能 に 大 きく 影響 する の 

で 、 低 くす る の が セオ リー。 熱 交 換 

器 を 還 229202300 相 08 凍 す る こと で 

車両 運動 性 能 に は ネガ ティ ブ な 影響 

を お よ ぼ す が 、 そ れ よ り も 、 サ イド 

ポン ツー ン を スリ ム に し て 空力 性 能 

を 重視 し た ほう が 、 サ ー キ ッ ト を 速 

く ぐ 直 る 9 導い うわ け だ 。 写 

真 を 見 る 限り 、 少 な く と も 3 種類 の 

執 交 換 器 が エン ジン の 上 に ある よう 

だ 。 熱 交換 器 の 設計 は シャ シー 側 、 す 

な わ ち レッ ドブ ル の 領分 で ある 。 エ / 

ンジ ン の 上 に 熱 交 換 器 を 載せ る と な 「 / ! 
る と 、 プ レラ 衣 誠 月 シバ ー や 、 プ レ 

ナム チャ ン パ ー か ら シ リン ダー ヘッ 』 
ド に 向かう 吸気 ブラ ンチ の 設計 に 影 

響 を 与え る 。 エ ンジ ン 側 、 シ ャ シー / 
側 に と っ て 最適 な 解 を 導き 出す べく 、 
両者 が 密 に コミ ュ ニ ケー ショ ン を と 

る こと が 必要 だ 。 RA620H に 関し て 

は 「(2019 年 の ) 1 年 間 一 緒 に や っ 

た 結果 か も し れ ま せん が 、 だ ん だ ん 

打ち 解け て き て 、 お 互い に 言い た い 

こと が 言え る 状態 に 近づい た 感じ が 

する 」| と 角田 哲史 氏 は 証言 する 。 
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NSX が 優勝 も 2 て 4 位 を GR スー プラ 勢 が 占め る 結果 ( 
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Text : auto sport web Photo : 平田 勝 (Masaru Hirata) 三橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) ノ 石 原 康 (Yasushi lshihara) 
益田 和久 (Kazuhisa Masuda) 小笠 原 貴士 (Takashi Ogasawara) 


j『 5 決勝 リザ ルト 


8 月 9 日 (日 ) 


4.563kmxX66 周 =301.158km 


決勝 出走 15 人 台 


完走 15 台 


天候 : 曇 り | 


コー ス : ド ライ 


順位 No. 車 名 ベス ト タ イ ム グリ ッ ド WH(kg) 
1 17 KEIHIN NSX-GT 塚越 広大 プ ベ ルト ラン ・ バ ゲッ ト Honda NSX-GT BS 66 1'41'37"698 1'29"444 2 
2 36 au TOM'S GR Supra 関口 雄飛 サッ シャ ・ フ ェ ネ スト ラズ TOYOTA GR Supra BS 66 +15"'762 1'29"912 6 30 
3 14 WAKO'S 4CR GR Supra 大 嶋 和 也 プ 坪井 翔 TOYOTA GR Supra BS 66 +33"686 1'30"348 8 22 
4 37 KeePer TOM'S GR Supra 平川 之 プ ノニ ッ ク ・ キ ャ シン ディ TOYOTA GR Supra BS 66 +36'679 1'30"061 10 42 
5 100 RAYBRIG NSX-GT 山本 尚 貴 牧野 任 祐 Honda NSX-GT BS 66 +40"659 180'155 7 10 
6 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 中 山 雄一 阪口 晴 南 TOYOTA GR Supra BS 66 +45"449 1'30"240 3 12 
Pd 38 ZENT GR Supra 立川 祐 路 石 浦 宏明 TOYOTA GR Supra BS 66 +47"405 1'30"478 11 16 
8 3 CRAFTSPORTS MOTUL GT-R 平手 晃平 千代 勝正 NISSAN GT-R MI 66 +47"637 1'30'663 12 

9 23 MOTUL AUTECH GT-R 松田 次 生 プ ロニ ー・ ク イン タレ ッ リ NISSAN GT-R MI 66 +58"770 1'30'129 5 

10 16 Hed Bull MOTUL MUGEN NSX-GT 武藤 英紀 笹原 右京 Honda NSX-GT YH 66 +1'00"071 1'30"270 9 

11 12 _ カル ソニ ッ ク IMPUL GT-R 佐々 木 大 樹 / 平 峰 一 貴 NISSAN GT-R BS 66 +1'25"078 1'30"003 4 

12 24 リア ライ ズ コ ー ポ レーション ADVAN GT-R 高 星 明 誠 プ ヤ ン ・ マ ー デ ン ボ ロー NISSAN GT-R YH 65 -1Lap 1'31"169 15 2 
13 64 Modulo NSX-GT 伊沢 拓也 大 津 弘樹 Honda NSX-GT DL 65 -1Lap 1'30'962 13 

14 8 ARTA NSX-GT 野尻 智紀 福住 仁 嶺 Honda NSX-GT BS 63 -3LaDS 1 29'333 1 6 
15 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国 本 雄 資 宮田 痢 朋 TOYOTA GR Supra YH 46 -20Laps 1'30'615 14 4 


信 フ ァ ス テス トラ ッ プ 1 '29"333 No.8 ARTA NSX-GT 福住 仁 准 
人 @No.12 佐々 木 大 樹 競技 結果 に 40 秒 加算 (Spr.13-1.a 「 危 険 な ドラ イブ 行為 ) 
タイ ヤ : BS= ブ リ ヂ スト ン 、 DL= ダ ン ロ ッ プ 、 MI= ミ シュ ラン 、 YH= ヨ コ ハ マ 
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(上 ) 新型 コロ ナウ イル ス の 影響 で 入国 で き な い ヘイ キ ・ コ バラ イ 
ネン の 代役 と し て 、 第 2 戦 で は 阪口 を 起用 し た デン ソー。 決勝 で 
は レー スペ ー ス に 苦し み 6 位 に 終わ っ た が 、 予 選 で は Q2 を 担当 し 
た 阪口 が 、Q1 を 走っ た 中 山 の ア ドバイ ス も あっ て ハー ド 系 の タイ 
ヤ で 3 番手 を 獲得 。 GT500 デ ビュ ー 戦 な が ら 速 さ を 見 せ た 。 ( 下 ) 
予選 で は フラ ッ ト ス ポッ ト を 作っ て し まい 一 時 は Q1 突 破 も 危う い 
状況 だ っ た が 、 ポ ー ル ポジ ショ ン を 獲得 し た ARTA。 決勝 で は 開 
幕 戦 か ら 一 転 、 優 勝 し た ケー ヒン と と も に 後続 を 引き 離す レー ス 
ペー ス の 良さ を 見 せ て いた だ け に 次 戦 で の 活躍 が 期待 され る 。 


開幕 戦 で も 発生 し て いた パワ ステ の トラ ブル が Q2 の アタ ッ ク 中 に 起こ り 、 
予選 で は 8 番手 と 後方 に 沈ん で し まっ た ワコー ズ 。 だ が や は り 開 幕 戦 同様 
に 決勝 で は スタ ー ト か ら レ ー ス ペー ス が よく 、GT300 車 両 と の 位置 関係 を 
計算 し た 早め の ピッ トイ ン も 功 を 奏し て 、 全 車 が ピッ ト を 終え た 段階 で 4 
番手 へ と 浮上 。 さら に 42 周 目 に は 第 2 ステ ィ ン ト を 担当 し た 坪井 が カル ソ 
ニッ ク を 仕留め 、3 位 表彰 台 を 獲得 し た 。 


Mg/2// 
け 慕 パ ズ 背 の 岡 | て シン N て へ | は で の 手 な 秒 ン 脱 ス こり すか だ ケ 35 ン 
る 戦 | 上 内 2 優 山 上 66 そ で S も 一 と パ わす 接 の か も は 思 沙 復 で で と ら つ |I36 周 ト 
結 に と そっ 位 勝 国 シ 周 の の X ハ 方 下 | ワ ず る 近 ワ 突 40 わ し 帰 立 ア ` 3 た ヒ ・ 目 終 
果 続 3 し て か を 際 に の ま 不 : イ ` が に コカ か と 戦 コ 3 き 周 ぬ て で ち ウ ダ に が ン 6 ま 盤 
と き 台 て いら 記 サ と チ ま 安 G ぺ ペ 首 つも | な 42 を | 番 離 を 形 し き 往 トン 掛 ` の 秒 で も 
な の 42 た 4 録 | つ エ 15 を T | 位 て 先 ズ 隙 周 繰 ズ 手 す 過 で ます ず 生 側 口 け ア 前 と 引 ペ 
っ レ Gkga 位 し キ て ツ 秒 払 勢 ス の し 行 ば を 目 り が の 独 ぎ 首 う し ヘッ て ウ で いつ | 
こ に | R の U は た ツ は カ 以 拭 が を ケ ま を か 突 の 広 テ カ 走 位 “ 無 て 痛 プ ケト ピ う 張 ス 
"スス 前 以 30 ? ト 2 | 上 す 課 キ | う 許 り か ダ げ | ル 上 2 に 含 し 恨 コ | ラッ 迅 つ を 
で | 戦 下 kg 以 0 ま の る 題 | ヒ "し か れ ン る ル ソ 勢 番 返 に ま の | ヒッ ト 速 て 沙 
の プ ウ も NIIUTC TS S / - 接 た 口 "・ ニ を 手 り も い スナ ン ラ を な し と 
強 ライ 22 の と 8 走 | 走 し し は ーー 近 カ ッ トッ 維 の 咲 優 ピ | に の 出 作 ッ す 
さ が ナ Kg ウ な 年 リ ジ を た “50 気 し ルフ ゥ ク 持 8 い 勝 す ン の 急 セ た 業 ト こ 
を 入 | の エ る 開 切 ン 披 口 開 周 に て ソコ  ・ と ”u た 戦 ぐ で オ 立 接 ク A 時 イ と 
見 り ワ イ 幕 り を 露 ン 幕 を 5 い 二 Il ノ そ を ケ 線 に フ ち 近 父 R 間 ン な 
せ ` キ コト 久 戦 残 * グ 戦 過 番 た ッ ナ | 4 ん 約 1 か コ " 上 を |T で ? く 
つ 開 | | を 々 の ケレ し ラフ で き ぎ 手 キ ク Il ズ 番 な 20 ヒ ら | ご が 詩 2A 
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⑩ G 

山 4 An て … 表 SG) モー ミネ ハ か 必 」 Sa 
1 ーG ト を YSNK コーw 生 OS 3 
ン べべ 

FE 
m 8 SN っ 人 / へ 記 思 全店 状 つ 民 へ トト 9 
1 HE 
細 | 本 G ・ に ト 代 NN ミネ ・ ロ ー ふ っ) に くさ m ロ 号 や て 
< 3 e 映 で ( 
了 0 N Cre2 ロ K モ モー 公 会 一 つつ の 選 し リリ) Mc 
中 と を 1 。 WO し 
-T ュ う 1 』 CC て エ ヒマ 憲 の の ヒ の 選 て KK つ 7 1 Ss 
ら を t し し で Ro で 弁 y や きこ 

L」 。 | 本 
( 由 の 胸 MGmrN や 拓 ビ ント て K 
へ 〇 の 
則 ト さ ・ ロ ー ふ K リ 表 つ レ ベ ド て ベー て に KS 
下 工 全 

サーン 3SRNepGG” へい エ ー ミ ン と 
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真 


エ ウ ヴォ ー ラ MC が 6 年 目 に し て 初 優勝 


下 | 
口 | 
O) 上 有 | 
( 
ポ 
上 
GO 
忠 
CO 
て 
還 
む 
下 
| 
く 
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宮 
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け 愉 会 和仁 軍 村 りり ふう いむ th6“ 
や つ し "の 思 皿 G の ベーh 必 ロー ト 
ー に じい 心 KQ 時 で 擬 層 唱和 補 刀 つぶ 7 
つ 信 づつ" へ スト で ト さ ・ ロ ー ぶ ふく や m 
FNUJ 施 Yo で NOTJ 8 で マン CN し て 
TNG ト と か て や いふ K 受 〇 ⑧⑤ 選 弄っ 人 
Ne? つつ し レト JGI の 皿 叩 り て 
^ ha 天 っ 0 GO 還 G ボ 山 症 っ 
昌 査 つ 蛋 人 京 " 

や つゆ し の 皿 皿 " ふ ぶ へ ロ IN ロー ホー 
し ト エ て 吉 全 〈QmrN 公 トー か て 
K 受 〇 あめ 例 玉 つ し 。 NNINK そ Rh 
時 -H" 3OQ BA トト ・ ロ ー ふ ふく 
や トン か て n 必 KO 〇 お GK パ リー ンジ 公 
罰 い 豆 衣 選 伯 っ し Q 遇 由貴 本 つ ? 
o 欧 由 唱 届 喘 つ Q 受 〇 8 せ 。 mrN っ J 
へ へ トト ささ ・ ロ ー ふ KGQrD で っ 
レ っ マリ )J の 会 じ % 和 ” 失 で 敵 や で し 
っ Cm? 

て NGCN4I 公 一 店 させ キト 
し 地軸 宮 壁 ご KRSe | 民 トト 遇 中 球 
叩い し っ 洩 田 し せ て 皿 皿 けり 訪 0 公 7 
距 槍 導 し 藤 つ ′ < 回 6 や G せ H 
EIGAPur ESIIEG3O だ の 


m の ベーhIO ヒ 公 底 つ 乙 つ an 
ー> マ つぶ の F - 上 選 て KS 7 
ふい ベル レル マ ミミ 尽 吉 // い マ 受 〇 や 
つつ an の F - 諸 記 剖 斬 つ ” oo 遇 幅 
は 時 二 つ レ Sh6" 

HKSRS2ES が いや 77 人 の や ざい 
幅 揚 記 つ し っ うっ 刀 さ 選 へ UIN/7 と 
さ 受 〇 全 二 所 G で 公 し せっ 4 叶 ン や 
いて て へ “< ト K<K じ 槍 褒 や お で 
ャ モ ぐ ぐ 手 層 事 比 nt” 所 の 胸 
HG ト と かれ て や NNK 受 〇 あせ 避 堅 7 
oo 区 性 G 尽 // ふ マ テテ O や Q 四 で 傾 
だ で けり 人 全て っ J 選 会 0 

w つ し NNIhK て SR ビン mr 
ECC よい 7 も マム 0 
て て へ AIESSQT つ 愉 づつ) 咽 玉 叩 二 @ 
較 S ひ 0 刀 A ヘ ト エト さ ・ ロ ー ぶ に 
3 で 区 窒 村 NO JJ)S ン トマ ト 
て 巡 員 回 " 坦 貴 ペー ド dH 符 6 豆 1 
ぷ 半 RSNe5 皿 選 湯 や 本 Ne 6 し 嘱 記 
SKI ト で ハー て 店 で 中 Ne 赴 用 東 蝶 で 6 刀 
0 Jo 

IJG 角 暫 名 媒 め 骸 つ ^ へ トト 
・ ロ ー ふ KAA AN 車 0 し っ や 


Text : autosport web Photo : 森山 俊一 (Toshikazu Moriyama) 上 尾 雅 英 (Masahide Kamio) 益田 和久 (Kazuhisa Masuda) 三橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) 


TU 決勝 リザ ルト 


8 月 9 日 


| 4.563kmx61 周 =278.343km | 


決勝 出走 30 台 


| 完走 28 台 | 


2 た / 生 


天候 : 曇 り | 


コー ス : ド ライ | 


順位 No. 


車 名 


タイ ヤ 周回 


ベス ト タ イ ム グリッド WH(kg) 


1 2 シン ティ アム ・ ア ッ プ ル ・ ロ ー タ ス 加藤 寛 規 / 柳 田 真 地 LOTUS EVORA MC YH 61 1'38"432 1:42'56"201 3 
ク 2 61 SUBARU BRZ R&D SPORT 井口 車 人 山内 英輝 SUBARU BRZ GT300 DL 61 1'38"382 +1"585 4 
3 55 ARTA NSX GT3 高木 真 二 大 湯 都 史 樹 Honda NSX GT3 BS 61 1'38"961 +14'454 ク 2 12 
4 65 LEON PYRAMID AMG 蒲生 尚 弥 ノ 菅 波 冬 悟 Mercedes AMG GT3 BS 61 1'38"799 +15"729 5 18 
5 56 リアライズ 日 産 自動 車 大 学校 GT-R 藤波 清 斗 プ J.P. デ ・ オ リ ベ イ ラ NISSAN GT-R NISMO GT3 YH 60 1'38"964 +1 Lap 8 24 
6 52 埼玉 トヨ ペッ ト GB GR Supra GT 吉田 広樹 川合 孝 汰 TOYOTA GR Supra BS 60 1'38"910 +1 Lap 9 60 
7 34 Modulo KENWOOD NSX GT3 道上 龍 プ ジェ イク ・ パ ー ソ ンズ Honda NSX GT3 YH 60 1'39"475 +1 Lap 11 9 
8 21 Hitotsuyama Audi R8 LMS 川端 伸 太 朗 近藤 連 Audi R8 LMS YH 60 1'38"605 +1 Lap 15 
9 6 ADVICS muta MC86 阪口 良平 小高 一 斗 TOYOTA 86 MC BS 60 1'38"351 +1 Lap 1 
10 10 TANAX ITOCHU ENEX with IMPUL GT-R 星野 一 樹 石 川 京 侍 NISSAN GT-R NISMO GT3 YH 60 1'39"746 +1 Lap 20 18 
11 5 マッ ハ 車 検 GTNET MC86 マッ ハ 号 坂口 夏 月 平木 湧 也 TOYOTA 86 MC YH 60 1'39"160 +1 Lap 7 33 
12 360 RUNUP RIVAUX GT-R 青木 地 行 柴田 優作 NISSAN GT-R NISMO GT3 YH 60 1'38"949 +1 Lap 6 
13 244 た か の この 湯 RC F GT3 久保 凛 太 郎 / 三 宅 淳 詞 LEXUS RC F GT3 YH 60 1'39"625 +1 Lap 12 
14 31 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT 農 峨 宏紀 中 山 友貴 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV BS 60 1'39"369 +1 Lap 16 
15 88  JLOC ラン ボル ギー ニ GT3 小暮 章 史 プ 元 嶋 佑 弥 Lamborghini HURACAN GTS3 YH 60 1'39"561 +1 Lap 22 
16 60  SYNTIUM LMcorsa RC F GT3 吉本 大 樹 / 河 野 駿 佑 LEXUS RC F GT3 MI 60 1'39"457 +1 Lap 24 
17 30 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHVaprGT 永井 宏明 / 織 戸 学 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV YH 60 1'39"871 +1 Lap 13 
18 18 UPGARAGE NSX GTS3 小林 崇 志 松浦 孝 亮 Honda NSX GT3 YH 60 1'39"783 +1 Lap 17 
19 9 PACIFIC NAC D'station Vantage GT3 藤井 誠 堤 ケイ ・ コ ッ ツ ォ リ ー ノ Aston Martin Vantage AMR GT3 MI 60 1'39"495 +1 Lap 14 3 
20 25 HOPPY Porsche 松井 孝介 佐藤 公 哉 PORSCHE 91 1 GT3 R YH 60 1'39"810 +1 Lap 28 
21 11 GAINER TANAX GT-R 平 中 克幸 安田 裕 信 NISSAN GT-R NISMO GT3 DL 59 1'38"991 +2 Laps 19 45 
22 ア 7 Studie BMW M6 荒 聖 治山 口 智英 BMW M6 GT3 YH 59 1'39"707 +2 Laps 18 
23 96  K-tunes RC F GT3 新 田 守 男 / 脇 阪 薫 一 LEXUS RC F GT3 DL 59 1'40"320 +2 Laps 26 
24 50 ARNAGE AMG GT3 加納 政樹 / 山 下 亮 生 Mercedes AMG GT3 YH 59 1'40"655 +2 Laps 25 
25 87  T-DASH ラン ボル ギー ニ GT3 高橋 脅 / 山 田 真 之 況 Lamborghini HURACAN GTS3 YH 59 1'40"412 +2 Laps 23 
26 48 植毛 ケー ズ フ ロン ティ ア GT-R 田中 優 虹 飯 田 太陽 NISSAN GT-R NISMO GT3 YH 59 1'40"299 +2 LapDSs 30 
レガ 4 4 グッドスマイル 初音 ミク AMG 谷口 信輝 片岡 龍也 Mercedes AMG GT3 YH 59 1'38"215 +2 Laps 10 6 
28 22 アー ルキ ュー ズ AMG GT3 和田 スプ 城内 政樹 Mercedes AMG GT3 YH 49 1'40"947 +12 Laps 29 
35 arto RC F GTS3 佐々 木 雅弘 / 堤 優 威 LEXUS RC F GT3 YH 35 1'40"341 +26 Laps 21 
33 エヴァ RT 初 号 機 X Works R8 ショ ウン ・ ト ング ノ 松村 浩之 Audi R8 LMS YH 28 1'40'206  +33 Laps 27 
信 フ ァ ス テス トラ ッ プ 1'38"215 No.4 グッ ドス マイ ル 初音 ミク AMG/ 谷口 信輝 
信 黒 白旗 No.9 K. コ ッ ツ ォ リ ー ノ 倫 No.33 S. ト ン ドラ イブ スル ー(SpR.32-16「 ス ター ト 違 反 」) 錯 No.33 罰金 100.000 円 (SpR.25-6「 ホ イー ル の 脱落 ]) 
人 @No.22 罰金 100.000 円 (SpR.25-6「 ホ イー ルナ ッ ト の 脱落 ] ) 豊 No.9 K. コ ッ ツ ォ リ ー ノ 競技 結果 に 40 秒 加算 (Spr.13-11「2 回 の 黒白 旗 提示 」 ) 
が 衣 //77/427/ MA277/2 


左 : 前 戦は 痛恨 の Q1 落 ち 、 決 
勝 で は ペナ ル テ ィ を 受け な が 
ら 、7 位 入賞 を 果たし た 
ARTA NSX GTS3。 今 大 会 の 
優勝 候補 の ひと つと 考え られ 
て いた が 、 決 勝 の ペー ス は い 
まひ と つ 。 それ で も コー ス 上 
で LEON PYRAMID AMG を 
か わす な ど し て 今季 初 表彰 台 
を 獲得 し た 。 右 : 埼玉 トヨ ペ 
ッ ト GB GR Supra GT は タ 


新た な 体制 で 今 シ ー ズ ン に 臨ん 
で いる Audi Team Hitotsuyama。 
新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 の 流 


行 の 影響 で 不在 と な っ て いる ク 
リス ト フ ァ ー・ ミ ー ス に 代わ り 、 


近藤 細 が 前 戦 に 引き 続き 起用 さ 
れ て いる 。 今 大 会 は 予選 Q1 を 通 
過 し 15 番 グリ ッ ド を 獲得 する と 、 
決勝 で は ポジ ショ ン を 上 げ て 8 
位 で フィ ニッ シュ 。 今季 初 ポ イ 
ン ト を 獲得 し た 。 


イヤ 4 輪 交換 の 義務 付け と 
60kg の ウエ イト ハン デ で 苦戦 
を 強い られ る と 見 られ て いた 
が 、 な ん と 6 位 入 賞 。 ポ テン 
シャ ル の 高 さ を 見 せつ けた 。 
772 
し ヨ も N 喫 し ム る 最 で が る 5 テッ T86RH リ 獲 S 繰 R 秒 ス | が う ィ ラビ 行 ヤ B 
て ぺ の S し て ・ こ て 後 は ぺ ペ も 秒 一 イ 了 イク: を が ア ま 得 X り T 上 85 こ アシ ルッ を 前 
る トド エム いい 月 | は で 還 ス 終 度 で に M が |! クイ る G け の 午 ト ト 目 に で ス め を の 
アカ ) # ぐ ^ 反 で し に ) ここ * M 
"スイ マヤ た 利多 な ご は 盤 の 、 成 C 1 クタ ズ 45 "1 た S 後 チッ 作 に 成品 生 ト て 清 前 
「 ト 。B “ ス く の 3 良 に 差 後 功 86 コ “1| 周 計 が X ろ B プ 業 は 功 | ま ツ いま で 
プ ハ ぉ ふ H る 2 が チ 2 秒 く は が 半 し の 1563 愛 目 人 ^ い へ で H の を すし レタ れ プ た せ コ 
シス 人 人 とう 8 も 9 イ の ペイ 1 目 る 邊 6 生 暫 7 の シン き て) が 使 を 時 
デ ツ が で ー ン ノ 3 ン の が 売 im 
は を つき 3 前 ユカ 再 接 "か れ ト を の に ド 角 5 手 目 3 レ 差 テ せ の リ り は し Z ま に 
6 背 た 位 戦 | | び 近 58 に る ツ 利 進 は ヴ 土 番 の に が オ は イィ "G | 大 て が っ 復 
位 負 "に で か ? 接 周 B 脱 フ 2 ボム 3 ン お ア 後 T ダ き イ 猫 た 帰 
人 つ な は リ ら シ 近 そ 目 H 着 争 で アツ 疲 ン pn 番 A よ ム 半 3 | く ン 追 タ 
貞 た お A タ 6 ン ン 戦 れ 終 Z 状 い オア ラク そい シェ チチ M そ ・ 戦 0O の すす イ 先 
を 埼 'H イ 年 テ を で 了 の 態 は | ドイ ス G が ヨム 。 争 G 4 口 が 0 座 シ ア る ヤ に 
果 玉 60T ア 目 イ 演 も 時 ほ 4 バ ヴ ズ MT 白 ン いと ・ | ス 車 を ン ウ も で タ 
た トト kg A を に ア じ 点 うな 5 | イィ G C ・ 堆 を N を A 5 タタ 両 奪 テ ト 走 イ 
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RaeB RBDQPt 


FFP 


: ス ター トド ライ バー 


@[ 症 | ファ ステ スト タイ ム 信太 字 : ベ スト タイ ム 人 P: ピ ッ ト イ ン 候 | 


No」 17 36 14 37 100 39 38 3 16 12 24 64 8 19 
2 間 公 天 誠 人 t 介 MOD 半 OH 凍 Ni 抽 E 還 CVP 間 NG AOI 伸和 還 2 着 還 間 凍 50 
GR Supra GR Supra NSX-GT ADVAN GT-R GR Supra 
。。。 | 塚 直広 大 | 関口 飛 大 嶋 和 也 平川 之 | 山本 尚 貴 | 中 山 雄 一 | 立川 守 路 平手 晃平 松田 次 生 | 武藤 英紀 | 佐々 木 大 樹 | 高 性 明 誠 伊沢 拓也 野尻 智紀 | 国 本 雄 深 | 
。 坪井 翔 N. キ ャ シディ | 牧野 任 祐 | 阪口 晴 南 石浦 宏明 千代 勝正 | RH. ク イン タレ ッ リ | 笹原 右京 | 平 峰 一 鞭 | マー デン ボロ ー| 大 津 弘樹 福住 人 内 宮田 莉 朋 
Tre | ③ ③ _ 人 _ ③ ① VI) ③ Vi) に Vi) 
1 30'615 1'35'"364 1' 36"606 1 36'595 872211 1 34'812 1 38"067 1'39"050 IS6405 1 37.639 1'33"496 1 39"336 1 38"678 1 29"687 1 38"318 
1'29"444 90835 玉 邊 31 608 9 182 3 381 1 30"270 922 520026 1 30"681 25Si 1'30"283 1 32"454 3 955 FL 1'29"333 1 32"047 
1 29'666 130.319 1 30"545 1 30'202 1'30'492 1 30"258 1 30'949 3010 130.332 1 30'833 1'30'118 1 31"654 131 295 1'29'697 1 30'924 
1'29"586| 1'29"912| 1'30"348| 1'30"061| 1'30'582| 1'30"240| 1'30"478| 1'31'415| 1'30"129| 1'30'530| 1'30"003| 1'31"294| 1'31"058| 1'29"745| 1'30"615 
1 32"096 1 31"677 1 30"402 1 31"046 1'30"479 AllS43 1 30"788 1 30"941 1 31"900 SHI22 SMS20 1 31"495 1'30"962 320266 1 30"958 
1317512 33.363 1 33"880 1 330707 1.33.078 1 329691 1 34 "269 1'33"425 1 34'130 ll33 850 820767 1 32"938 133'736 31 399 1 34'179 
1 31"046 1 31"324 中 34182 1 31"424 320727 1 32"427 39065i 55009 99882 邊 33 793 1'32"870 39.882 1 34"079 81257 1 34"003 
1 30"073 MS10.2583 IS 991 13il5083 1'32"876 1 33"043 1 32'849 3390i18 1 32"969 中 32 872 1317360 39306SS 1330100 1'29'970 1 32"343 
29.478 1'30"293 1 31"043 NIS2009 3 322 l3N0260 1 32"062 82 781 由 92 IS8 1 31"606 和 N300285 IN9S0825 1 32"911 1' 29"820 1 32"672 
1 30'168 130.335 1 30"524 1 30"506 1'30'242 1 30"489 I3I566 8201/9 1 30'978 1 31"415 1'30'339 3S4550 32.138 1'30'258 132063 
30W127 1'30'295 1 30"566 1 30'672 1'30"155 1 30"430 1 31"039 1'30'889 ll30.552 1 31"047 1'30'344 1 32"445 1 31”461 1'30'063 1 30'993 
1 29'857 1'30'208 1 30'927 I30M637 89931 4 1 30"943 131039 1'31'989 1 30"670 31 899 1'30'224 1 31"865 1 32'026 1'29'902 1 30'852 
1 30"430 1'30"460 1 30"490 1 30"489 1 30"714 1 30"779 1 31"470 920239 1 30"710 3 295 1 30"487 1 32"044 1 33"248 1 30"425 語 SS 
1 30'546 300637 1 30'703 1 30"473 1'30"544 1 30"539 1 31"147 1317518 1 31"036 SA2 1300637 1 32"628 132.833 1'30'815 1 31"030 
1 31"268 1 30"794 IM6I 半 KS 1 31"266 1'31"422 1890M942 1 31"424 1 31"495 1 31"852 年 3982 93608S 220959 920826 1 32"904 1 31"334 
1322089 1'31"944 1 31"148 1 31"487 3 8361 9920 131S58 1 31 "426 NIS2MINSS 1 32"046 1'32"496 1 32"431 1 32"544 1 31"444 199569 
1 30"805 1 32"744 9249S36 1 32"439 13882 1 32"589 920009 NAMZ4S1S) 928S0 320275 92.273 川 62y466 1 32"345 SNS2 ll34 09 
1 30'870 1'32"076 MS2055 1 32'963 3206l 1 33"485 IS208657 1'32'808 1 33"409 1 32"544 1'32"074 335329 1 33"191 1'31"049 132'931 
1 30"664 1 31"476 中 SSNSS 遇 SI9i 1 32"450 IN2iN05 ら 6 1 32"741 920589 四 S9.1163 1 32"848 1 31 "435 ISSN69 1 34"696 Si145 1 32"852 
1 30"160 9 2002 1 31"641 1 32"427 Na21IS 1 31"468 320 711 1'32"668 91 617/ 1 32"541 1 31"430 IN6 財 SSXS 1 34"684 80M7Z6 1 32"950 
1 29"946 1 31"897 1 31"008 1 31"404 1'31"490 31 228 SMSS た Si SI9 SM 893 SI40 1'31"894 IIGS0956 1' 34"285 1'30"706 1 32"060 
22 30.558 1'30'985 ( 除 6Al 生 SS 1 31"472 SillMgill5 1 30'963 1 31'986 132 356 1.31'163 31 702 1'31"099 1 34'290 330572 1'30'740 il32 061 
23 1 30'388 1'31"063 1 30'985 1 31 278 1'30'889 131'208I P137W808 1'31"079 1 31"420 1 31 703 上 Mi 2.73 1 32'982 1 33"340 30797 1 31"488 
24 1 30"691 敗 34M2605 1 31"481 Si 205 1'31"184 1 31"746 2 49"974 1 31"674 1 32"188 3 91 1'32"454 1 32"430 1 32"602 呈 S 科 943) 1 31"645 
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海外 ジャ ー ナ リス ト 通 信 
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ルイ ス バス コ ン セ ロス @ Luis Vasconcelos 


Nationality : PORTUGAL 


Translation : 水 書 健司 (Kenji Mizugaki) 
Photo : Sutton 


シュ ー マ ッ ハー 引退 後に 変容 し た ドイ ツ 国 内 に お ける F1 の 地位 


人 気 低下 が 招い た 一 寸 先 の 間 


ドイ ツ 人 F1 ド ライ バー が いま "絶滅" の 危機 に 瀬 し て いる 
か つて は 7 名 と 一 大 勢力 と な っ て いた ドイ ツ 勢 が 
いま や レギ ュ ラ ー ド ライ バー ひと り に 減少 し た 理由 は ? 


っ ぞ S。 季 限 り で フェ ラー リ を 離れ る セバス チャ 
ン ・ ベ ッ テ ル が 引退 の 道 を 選び 、 ニ コ ・ 

ヒュ ルケ ンベルグ も シー ト を 得 ら れ な か っ た 場 
合 、2021 年 の グラ ンプ リ に は ドイ ツ 人 ドラ イ 
バー が ひと り も いな く な る 。 ほ ん の 10 年 前 の 
2010 年 シー ズン 開幕 時 に は 、 ミ ハエ ル ・ シ ュ 
ー マ ッ ハー、 二 コ ・ ロ ズ ベ ル グ 、 ベ ッ テ ル 、 ヒ 
ュ ル ケン ベル グ 、 エ イド リア ン ・ ス ー テ ィ ル 、 

ユック ・ ハ イド フェ ル 下 、 テ ィ モ ・ グ ロッ ク と 
7 人 も の ドラ イ バ ー が ドイ ツ 国 旗 を 掲げ て 戦い 、 
その 年 の F1 ドラ イ バ ー 全 体 の 27 % を 占め て い 
た に も か か わら ず だ ! 

な ぜ F1 で ドイ ツ 人 ドラ イ バ ー の 数 が 減っ て 
きた の か 。 そ れ は 30 年 前 に ドイ ツ が F1 の 大 ブ 
ー ム に 沸い た 理由 と 、 大 い に 関 連 が ある と いう 
の が 私 の 見 方 だ 。 

第 二 次 大 戦後 の OF1 に お ける 最初 の ドイ ツ 人 
ウイ ナー は 、1961 年 に フェ ラー リ を ドラ イブ 
し た ウォ ルフ ガン グ ・ フ ォ ン ・ ト リッ プス だ っ 
た 。 彼 は 同年 の 選手 権 タ イト ル を 争っ た が 、 ド 
イツ 国内 で は あま り 注 目 さ れ な か っ た 。 そ し て 、 
その 年 の モン ツァ で 、 大 勢 の 観客 を 道連れ に 彼 
が 事故 死 し た こと も 、 ド イツ で の F1 人 気 の さ 
ら な る 低迷 に つなが っ た 。 

その 後 の 30 年間 は 、 ロ ルフ ・ シ ュ ト メレ ン 、 
ヨッ ヘン ・ マ ス 、 ハ ンス テニ ヨアヒム ・ シ ュ ト ウゥ 
ッ ク と いっ た ドイ ツ 人 ドラ イ バ ー が 、 時 折 ボ ポ デ 
ィ ウ ム に 上 が る 程度 に と ど ま っ た 。 若手 の 期待 
の 星 だ っ た シュ テ フ ァ ン ・ ベ ロフ も 、1985 年 
の スポ ー ツ カー レー ス で 悲劇 的 な 事故 に より こ 
の 世 を 去り 、 ド イツ に お ける F1 の 灯 は 消 減 を 
待つ ば か りか と 思わ れ た 。 

し か し 、 シ ュー マッ ハー の 登場 で 状況 は 一 変 
する 。 圧倒 的 に 速い だ け で な く 、 い っ さい の 妥 
協 を 許さ ず 、 物 静か で あり な が ら 鉄 の 意志 を 持 
っ た この 労働 者 階級 出身 の ドラ イ バ ー は 、 ド イ 
ツ の レー ス フ ァ ン の 心 を 捉え 、 や が て 国民 的 ス 
ター と も 言え る 存在 に な っ た 。 ドイ ツ の 人 々 の 
多く が 、 シ ュー マッ ハー は 自分 た ちと 同じ タイ 
プ の 人 間 で ある と 感じ た か ら だ 。 

その シュ ー マ ッ ハー が 引退 を 決め た と き 、 あ 


と を 継ぐ の は ベッ テル だ ろう と 考え る 人 が 多 か 
っ た 。 と ころ が 、 彼 は F1 世界 選手 権 4 連 加 と 
いう 偉業 を 達成 し な が ら 、 シ ュー マッ ハー の よ 
うに 母国 の 人 々 を 魅了 する こと は で き な か っ た 。 
その 理由 の ひと つ は 、 ベ ッ テ ル が 中 流 階級 の 家 
の 息子 で 、 恵 まれ た 若者 と いう 印象 を 与え た こ 
と に ある 。 ま た 、 英 語 を 流 得 に 話し 、 い つも 穏 
や か に 微笑 ん で いる こと も 、 そ ん な イメ ー ジ を 
強化 する 方 向 に 働い た 。 

レッ ドブ ル と チー ム の スポ ン サ ー が 、 ベ ッ テ 
ル を 積極 的 に 広告 に 使わ な か か っ た こと の 影響 も 
否定 で き な い 。 シ ュー マッ ハー は 、 シ ェ ル を 始 
め と する フェ ラー リ の スポ ン サ ー 各 社 の 宣伝 に 
起用 され 、 ド イツ 人 な ら テ レビ 、 新 聞 、 雑 誌 な 
ど で 毎 日 の よう に 目 に する 顔 だ っ た 。 こ れ と は 
対照 的 に 、 ベ ッ テ ル が 画面 に 登場 する 機会 は 、 
グラ ンプ リ 関 連 の ニュ ー ス だ け に 限定 され て い 
た の で ある 。 

そう し た 経緯 か ら 、 ド イツ の 企業 は あま り モ 
ー タ ー レ ー シ ン グ を マー ケティング ツー ル と し 
て 利用 し な く な り 、F1 チー ム 、 あ る い は 才能 
豊か な 若手 ドラ イ バ ー を 支援 する スポ ン サ ー が 
減っ て いっ た の だ 。 そ し て 、 若 者 の 興味 が 他 の 
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スポ ボー ツ へ と 向かう よう に な る と 、 ド イツ に お 
ける モー ター スポ ー ツ の 人 気 は 下降 線 を た どり 
は じ め 、 グ ラン プリ が 定期 的 に 開催 され な く な 
っ た こと も 、 そ の 傾向 に 拍車 を か けた 。 

ドイ ツ の モー ター レー シン グ 界 は 、 シ ュー マ 
ッ ハ ー の 息子 ミッ ク ・ シ ュー マッ ハー に 期待 を 
か け て いる 。 彼 に は スポ ン サ ー だ け で は な く 、 
モー ター スポ ー ツ の 世界 の 重鎮 た ちか ら の バッ 
クア ッ プ も あっ て 、F1 へ の 昇格 は それ ほど 難 
し い タ スク で は な い だ ろ う 。 攻 だ 、 私 に は ミッ 
ク に グラ ンプ リウ イナ ー に な る ほど の 才能 が あ 
る と は 思え な い 。 彼 が ドイ ツ で の F1 人 気 復活 
の 決め 手 に な る と 考え る の は 、 少 々 楽観 的 すぎ 
る の で は な か ろう か が 。 

だ が 、 あ きら め る の は まだ 早い 。 現在 、 ド イ 
ツ F4 選 手 権 は 、 世 界 で も っ と も 競争 の 激しい 
F4 シ リキ ズ の ひと つ だ 。 つ まり 、ー ト で 発 
掘 さ れ た 優れ た 才能 に 、 次 の ステ ッ プ と し て 文 
句 な し の 環境 が 用 意 さ れ て いる の で ある 。 こ の 
F4 選 手 権 で 活躍 し た 次 世代 の 若き ドイ ツ 人 ド 
ライ バー が 、F1 チー ム 傘 下 の 若 手 育 成 プ ログ 
ラム に 加わ り 、 や が て は レー ス ドライバ ー に 抜 
搾 され る 可能 性 は 充分 に ある 。 
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各国 モー ター スポ ー ツ 最新 事情 Lap.189 


サム ・ コ リン ズ 


Sam Collins 

F1 か ら GT レ ー ス 、 果 て は 学生 フォ ー ミ ュ ラ まで 幅 
広い 分 野 を カバ ー す る 英国 人 ジャ ー ナ リス ト 。 ス ー 
パーGT や スー パー フォ ー ミ ュ ラ の 情報 に も 精通 し て 
お り 、 近 年 は 英語 圏 向け 放送 の 解説 も 務め て いる 。 


エン ジニ ア 垂 滅 ! ブラ ジル の ホッ ト な 耐久 選手 権 で 技術 と ヒト が 育つ 


日 本 と 同様 に 、 独 目 の モー ター スポ ー ツ カテ ゴリ ー を 育ん で いる 近年 の ブラ ジル 
この 国 は いま まで 多く の 名 ドラ イ バ ー を 輩出 し て きた が 、 今後 は エン ジニ アリ ング の 面 で も 優秀 な 人 材 を 育成 する こと に な る か も し れ な い 


Translation : 神田 美穂 (Miho Kanda) 
Photo : Endurance Brasil 


これ まで に 世界 的 に 有名 な ドラ イ バ ー を 多く 
輩出 し て きた ほか 、 国 内 に 多数 の サー キッ ト を 
持つ ブラ ジル 。 こ の 国 の スポ ー ツ カー レー スシ 
ー ン は いま 活況 を 呈し て お り 、 近 年 で は 「 エ ン 
デュ ラン ス ・ ブ ラジ ル 」| と いう 、 名 前 は 地味 だ 
が 、 ワ イル ド な 選手 権 が 誕生 し て いる 。 

2014 年 に スタ ー ト し た この シリ ー ズ は 、 他 
の 耐久 選手 権 と は 一 線 を 画 し て いる 。 と いう の 
も 、 一 部 の クラ ス で は エン ジン の サイ ズ や 車両 
の 最低 重量 、 最 低 限 の 安全 基準 が 定め られ て い 
る だ け で 、 性 能 調 整 も 開発 制限 も 存在 し な い ほ 
か 、 燃 料 や タイ ヤ も 自由 に 選択 で きる と いう 、 
エン ジニ ア に と っ て は 夢 の よ うな 規定 に な っ て 
いる か ら だ 。 

トッ プ カ テ ゴリ ー は スポ ー ツ プロ ト タ イ プ で 、 
LMP3 マ シン と 地元 で 作ら れ た 派手 な マシ ン の 
混 走 と な っ て いる 。 チ ュー ブラ ー フ レー ム の 使 
用 が 許可 され て お り 、 多 く の マ シン が これ を 採 
UK ニコニ ロ シシ 0N コン トド の 川 / の ョ ッッ 
に LMP1 や LMP2 用 は 禁止 され て いる も の の 、 
それ 以外 な ら 何 を 搭載 し て も OK。 排気 量 は NA 
な ら 7000cc、 タ ー ボ な ら 4200cc が 最大 と さ 
れ て いる 。 今日 で は 可変 空 カ デバ イス と ハイ ブ 
リッ ド パ ワ ー ト レー ン も 登場 ほとん どの マン 
ン が 風洞 実験 な ど 行 な っ て いな い は ず だ が 、 空 
の 5 代用 は 小 呈 (eZ クレ リョ ンク だ 

この 下 に は 、 国 内 で 製造 され た ロー コス ト の 
プロ ト タ イ プ マ シン の カテ ゴリ ー が ある 。 ご こう 
し た マシ ン は 、 排 気 量 2100cc 以 下 の エ ンジ ン 
を 搭載 し 、 ピ レ リ の コン トロ ー ル タイ ヤ を 履く 。 
トラ ンス ミッ ショ ン は マニ ュ ア ル の HH パ ター ン 
が 推奨 され て いる 。 シーケンシャル を 使用 する 
こと も 可能 だ が 、 そ の 分 ウエ イト ハン デ が 課せ 
られ る の も 特徴 だ 。 

私 に と っ て は この クラ ス が も っ と も 興味 深い 。 
トッ プク ラス 同様 に 革新 的 で あり な が ら 、 小 規 
模 チ ー ム が 参戦 し 、 若 い エ ンジ ニア た ち が 経 験 
を 積む こと が で きる か ら だ 。 近い 将来 、 こ の カ 


テ ゴ リ ー で キャ リア を スタ ー ト させ た 優秀 な ブ 
ラジ ル 人 若手 エン ジニ ア が 国際 規格 の レー スシ 
ー ン に 登場 し て き て も 不思議 で は な い 。 ヨ ー ロ 
ッ パ で は 長年 に わた り 、 フ ォ ー ミ ュ ラ Vee や フ 

ー ミ ュ ラ ・ フ ォ ー ド が エン ジニ ア 育 成 の 場 と 
し て 機能 し て きた が 、 同 様 の 役割 を 担っ て いき 
そう だ 。 ま た 、 能 溢れ る ドラ イ バ ー が ブラ ジ 
ル に は 多数 存在 する た め 、 ブ ラジ ル 人 ドラ イ バ 
ー と エン ジニ ア の 組み 合わ せ は 今後 、 注 目 すべ 
き 存 在 に な っ て いく か も し れ な い 。 

回 内 必 00( ブ フク ラッ トリ り リド に 8 二 則 8 
や GT4 マ シン に よる お な じみ の GT クラ ス が ある 。 
の | 上 5 二 ラ ン ル の |[ 個 の 2 0 の 20 ク 
ラス で あっ て も 、 そ の 名 称 ど お り の 形態 は と ら 
ず 、 ひ と 癖 ある の だ 。GT3 は 普通 の GT3 (と 
は いえ 、 性 能 調 整 は な い ) と 、GT3 ラ イト と 
いう ふた つの クラ ス に 分 けら れる 。 後者 は 最新 
マシ ン に は 太刀 打ち で き な い 型 落 ちの GT3 マ 
シン が 対象 と な っ て いる が 、 ブ ラジ ル の スト ッ 
ク カ ー も 参戦 で きる 。 


ーー 下 " で W ぃ 
庄 - 施 土 午 ー | LINEUUUUUSSS 時 


。 EEE 
ーー ニテ デ 情 と 融 ーー ーー 
ピン ーー し 肖 


@⑨ リ 42/ テ ーー リー は 8 司 【 和 くく 。 スク ンク ー ド の 
GT4 と GT4 ラ イト に 分 けら れ て いる 。 メ イン 
の GT4 ク ラス で は 性 能 調整 が 施さ れる が 、 
GT4 ラ イト は どちら か と いえ ば 、 性 能 を 制限 
され た ラジ ル の スト ッ ク カ ー、 十 い ソ ー リ ン 
グ カ ー、 さ ら に TCR マン シン な ど 、 あ ら ゆ る サ 
ルー ンカ ー の 受け 皿 に な っ て いる 。 

すべ て の レー ス が YouTube で 中 継 さ れる の 
は | 実際 に レー ス が 見 た い ] と いう 人 に 朗報 だ 。 
た だ し 、 解 説 は ポル ト ガ ル 語 な の で あし か ら ず 。 
レー ス は 非常 に 面白 く 、 結 果 を 予想 する の は ほ 
ぼ 不 可能 。 常 に トッ プク ラス の マシ ン が 優勝 す 
る と は 限ら な いか ら だ 。 

も し GT アソ シ エ イ ショ ン が GT300 を 輸出 し 
UGC (OU の 0 の ドジ ラル ンス アァ 
ジル は いい 受け 入れ 先 に な る だ ろう 。JAF-GT 
お よび マザー シャ シー は 、 こ の シリ ー ズ に ぴっ 
た り だ 。 制約 を 受け な い ブ ラジ ル の スト ッ ク カ 
ー と 日 本 の GT300 マ シン が どう 競い 合う の か 、 
ぜひ と も 見 て みた いも の だ 。 


最高 峰 ク ラス で は FIA に よる ホモ ロ ゲ ー シ ョ ン を 取得 し た LMP3 マ シン と ブラ ジル 独自 の プロ ト タ イ プ マ シン が 競い 合う 。 ち な み に こ 
の クラ ス で は タイ ヤ コ ン ペティ ショ ン の 要素 も あり 、 ピ レ リ と ヨコ ハマ タイ ヤ が 参戦 し て いる が 、 そ れ 以 外 の タイ ヤ を 使う こと も 可能 だ 。 


Text 


大 串 信 


Makoto Ogushi 


みん な で 考え る 明日 の モー ヨー スポ ボー ツウ 


マス ク に 隠さ れ た 悲 喜 こ も ご 


し い \ KGE 央 還 が の ン ョ ニク だ と 
思っ た 。 8 月 、 往 波 サ ー キ ッ ト で 開 

催さ れ た JAF F4 第 3 戦 、 第 4 戦 で の こと だ 。 
な ん と 上 位 入 賞 を 果たし た 3 人 の 選手 た ち 
が 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 防 止 の た め フ ル 
フェ イス ヘル メッ ト を 着用 し た まま ポ デ ィ 
ウム に 上 が り 、 表 彰 を 受け た と 聞い た と き 
の 庄 だ 。 

eaUG お 連 の マン が は よ | で 縛 芝 る 
状況 な の だ が 、 話 に は まだ 続き が あっ て 、 
シリ ー ズ の 契約 上 、 表 彰 台 の 上 で は タイ ヤ 
サ プ ア イー で ある タン MM プア の ウイ ニン 
グ キ ャ ッ プ を 被 ら な けれ ば な ら な い の で 、 
な ん と ヘル メッ ト の 上 か ら キ ャ ッ プ を 被っ 
た 一 一 と 言う より も ヘル メッ ト の 上 に ウイ 
ニン グ キ ャ ッ プ を 乗せ て ( 笑 ) ポー ズ を 決 
SG いつ の だ 。 

[まさ か ! | と 思っ た けれ ど 、 実 際 に 表彰 
台 の 上 で ヘル メッ ト を 被っ た まま 頭 の 上 に 
ダン ロッ プ キ ャ ッ プ を 乗せ て 立っ て いる 選 
手 の 写 真 を 見 せら れ て 「 新 型 コ ロナ ウイ ル 
ス 感 染 対策 も ここ まで 来 た か ! | と 噴き 出 
し た 。 も ちろ ん 、 事 熊 が 非常 に 深刻 だ か ら 
還 そ こう し 議 伏 況 直下 っ た の は 分 か る けれ 
ど 、 結 果 的 に な ん だ か が 遊び心 と いう べき な 
の か 余裕 と いう べき な の か 、 ど こ か ト ボ け 
空気 が 感じ られ て 、 ぽ く 個 人 的 に は イヤ 
な ご 時 世 の な か で 、 ど こ か 救 わ れ た よう な 
気分 が し た の だ 。 

同じ 週末 上 ぽく は 富士 スピ ビー ドウ ェ イ で 
フォ ー ミ ュ ラ ・ リ ー ジ ョ ナル 開幕 戦 の 取材 
を し て いた が 、 こ ちら の 表彰 式 は さす が に 
ヘル メッ ト を 被 ら な か っ た けれ ど 、 や は り 
感染 防止 の た め マ スク 着用 の 状態 で 行なわ 
れ た 。 筑 波 と 違っ て 表彰 台 は ピッ トビ ル の 
テラ ス る 引 あ っ て 、 い わ ゆ る ソー シャ ルディ 
スタ ンス が 確保 で きる か ら な の だ ろう 。 
その 表彰 台 を ピッ トロ ー ド か ら 見 上 げ て 
いた ら 、 チ ー ム 関係 者 の ひと り が | 表彰 台 
で は 顔 が 見 えな いと な ん だ か お も し ろく な 
いな あ 」| と 咳 い た 。 ば ぼく も いま さら な が ら 
「 あ 、 ホ ント 7 清 全 あめ 5 


Photo : TOYOTA 


レー ス を 終え た 選手 た ち は 表 彰 台 の 上 で 
さま ざま な 表情 を 見 せ て くれ る も の だ 。 上 
位 に 入賞 し た の だ か ら み ん な 満面 の 笑み を 
NIKONC46 の CZ の 2 は R ら (0 
2 位 で あれ 3 位 で あれ 、 優 勝者 に は 負け て 
いる わけ で 、 悔 し さ で 苦虫 を か みつ ぶし た 
よう な 顔 の まま 表彰 台 に 立つ 選手 も 珍し く 
は な い 。 場合 に よっ て は 優勝 者 で すら 、 納 
得 い か な い 勝 ち 方 だ っ た の か 暗い 顔 を し て 
いる こと も ある 。 

ぽく た ち は そ の 表情 を 見 て 、 レ ー ス 後 の 
取材 方 針 を 作る 。 取 材 者 に と っ て 、 表 彰人 台 
の 上 で 選手 が 見 せる 表情 は 取材 の きっ か け 
(な の 0 の 店 胃 e82 の 2 スク を し じ で いる 
と 選手 の 気持 ち が 読 め な い 。「 あ あ 、 顔 が 
見 えな いと 取材 が 難し いも ん だ な あ | と い 
まさ ら な が ら 思 い 知 っ た 次 第 だ 。 

ひょっと し た ら 物 波 で ヘル メッ ト の 上 に 
ウイ ニン グ キ ャ ッ プ を 乗っ け な が ら ヘ ル メ 
ッ ト の 中 で は 悔し さい っ ぱい の 顔 を し た 選 
手 が い た か も し れ な い 。 ま る で ジョ ー ク の 
よう な 格好 を し な が ら じ つ は 真剣 に 悔し が 
Gete 入 7E 5 AN / と ショ ー ル な 状況 
で ある こと か と 想像 が 広がっ た 。 も ちろ ん 
ヘル メッ ト や マス ク を 区 用 し な い 表 彰 式 が 
早く 戻っ て き て ほし いけ れ ど 、 苦 肉 の 策 も 
何 か を 考え る きっ か け に し た り 楽 し ん だ り 


た O で や Per 」 
) 39 衝 N 『 


する 心 の 余裕 を 持っ て お くべ き な の だ ろう 。 
深刻 に な っ て ば か り で は 限り ある 時 間 が も 
つつ GUAYeMW 

ちな み に 、 そ の 翌週 も ちば く は 富士 スピ ー 
ドウ ェ イ に 出かけ 、 ス ー パ ー GT 第 2 戦 の 
取材 を し た 。 取材 に 出かけ た 旅先 で 、 夜 の 
町 へ 繰り 出し て お いし い モ ノ を 食べ た りお 
酒 を 呑ん だ りす る の が ぼく の 楽し み の ひ と 
つ な の だ が 、 今 回 も 御殿 場 の 町 で いつ も の 
居酒屋 に 出かけ た と ころ 、 首 都 圏 近郊 か ら 
の 客 は 感染 防止 の た め 入 店 を 遠慮 し て も ら 
っ て いる と 言わ れる 既 芝 だ っ た 。 地 却 宮 敵 
大 事 に する お 店 の 気持 ち も 分 か る し 「 い ま 
だ け の 特別 措置 な の で 申し 訳 な い | と 平 放 
りさ れ た の で お と な し く 引 き 返 し た 。 

じつは GT 側 も 、 チ ー ム や 取材 者 に | 夜 
は 極力 外部 の 飲食 店 に 出かけ ず 、 テ イク ア 
ウト 料理 な ど で 済 ます こと | と 、 強 く 推 奨 
する 厳戒 態勢 を と っ て いた 。 こ うし た 方 針 
は 前 代 未 聞 だ 。 仕 方 が な い の で ぼく も 土曜 
日 は コン ビニ エン スス ト ア で お 弁当 や ら お 
つま みや ら を 買い 込ん で ホテ ル の 部 屋 で 飲 
食し 早寝 を し た 。 こ れ も ま た ある 意味 非 日 
常 の 経験 で 、 ち ょ っ と 楽し か っ た けれ ど 、 
ヘル メッ ト と ウイ ニン グ キ ャ ッ プ と か マス 
ク や ら の 表彰 台 同 様 、 あ まり 長く 続く の も 
困り も の で は ある 。 
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前 号 に 間に合わ な か っ た こと 、 今 号 に 載せ きれ な か っ た こと 、 次 号 まで の 予定 まとめ 


7/27 [ mon ] 


INDYP 新型 コロ ナウ イル ス の 感 
染 拡 大 を 受け て 、 第 10 戦 ポー トラ ンド 
と 第 11・12 戦 ラグ ナ ・ セ カ が キャ ン セ 
代替 戦 ミ ト ド トロ オバ イオ 
ゲー トウ ェ イ 、 イ ン デ ィ ア ナポリ ス で ダ 
ブル ヘッ ダー を 開催 へ 


7/28 tue 


F1 マク クー レン カルラ: 
オイ ル と 複数 年 に わた る 新た な パー トナ 
ー シ ッ プ 契 約 を 締結 し た こと を 明らか に 
還 に (中 剛 今季 限り で 第 一 線 を 退く 
意向 を 表明 し て いた TOYOTA GAZOO 
Racing の セバス チャ ン ・ オ ジ エ 、2021 
年 まで 現役 を 続け た いと の コメ ント 


7/29 rwed1 


F1 イタ リア GDP の 主催 者 、 同 
レー ス を 無 観客 で 実施 する こと を 発表 

F1 レッ ドブ ル 、 第 4 戦 イ ギ 
リス GP か ら ア レク サン ダー・ ア ル ボ ン 
(レジ クー り 2200010E 2 レニ 
が 和 務め る こと を 発表 


7/30 thu] 

1 レー シン グ ポ イン ト の セ 
ル ジ オ ・ ペ レス が 新型 コロ ナウ イル ス の 
検査 結果 が 陽性 と 判明 し 、 第 4 て 5 戦 を 
欠場 する こと が 明らか に 。 代役 は ニコ ・ 
ヒュ ルケ ンベルグ が 務め る と の 報道 
MP レー シン グ 、9 月 5 一 
6 日 に 開催 され る 開幕 戦 富 士 24 時 間 の 
ドラ イ バ パー と し て 、 松 国 次 午 が 加入 し た 
こと を 発表 


7/31 〔fg] 

1 陸 講 シンク ポイ ンド 新 
型 コ ロナ ウイ ルス の 検査 で 陽性 と な っ た 
ペレ ス の 代役 と し て 、 ヒ ュ ル ケン ベル グ 
を 第 4 戦 と 第 5 戦 で 起用 する と 発表 


| オー トス ポー ツ 」 No.1534 発売 


8/1 st 


F1 イギリス GP 予選 メル セ 
デス の ルイ ス ・ ハ ミル トン が ポー ルポ ジ 
ショ ン を 獲得 。 2 番手 に 同じ く メ ル セ デ 
ス の バル テリ ・ ボ ッ タ ス 。 3 番手 に レッ 
ドブ ル の マッ クス ・ フ ェ ル スタ ッ ペ ン 

INDY) 8 月 7~9 日 に 開催 が 予 
定 さ れ て いた 第 7 戦 ミ ド ・ オ ハイ オ が 急 
き ょ キ ャ ン セ ル さ れ た こと が 明らか に 


8/2 [ sun ] 

F1 イギリス GP 決勝 ハミ ル 
トン が ポー ル ・ ト ウゥ ・ ウ イン 。 2 位 に フ 
ェ ル スタ ッ ペ ン 、 3 位 に フェ ラー リ の ン 
ャ ルル ・ ル クレ ー ル 


8/3 [ mon ] 


古 四 cn 環 議 エヴァンゲリオン レー シ 
ング 、8 月 8~9 日 に 開催 され る 第 2 戦 
富士 の 第 2 ドライバー を アレ ックス ・ ア 
ウ か ら 松 村 浩 之 に 変更 する こと を 発表 


8/4 [ tue ] 


F1 選 ョ シー の 2 人 (NE 


と テク ニカ ルディ レク ター を 兼任 する マ 
ッ テ ィ ア ・ ビ ノッ ト が 、 今 後 チ ー ム 代表 
に 専念 する こと が 明らか に 

F1 11 月 11 日 に イモ ラ で 開催 
され る 第 13 戦 エミ リア ・ ロ マー ニャ GP 
の 2 日 間 の レー スス ケ ジ ュ ー ル が 公開 。 
フリ ー 走 行 は 土曜 日 の 90 分 間 の み に 縮 
小さ れる こと が 明らか に 


8/5 wed 

FE 第 6 戦 ベ ルリ ン DS テ チ 
ー タ ー の アン トニ オ ・ フ ェ リ ックス ・ ダ 
・ コ スタ が 優勝 。2 位 に タグ ・ ホ イヤ ー 
・ ポ ル シ ェ の アン ドレ ・ ロ ッ テ ラ ー、3 
DAe 2 ジジ 52 シン トド レー ニシ 
ング の サム ・ バ ー ド 

INDYWM IMS、8 月 23 日 に 決勝 が 
行なわ れる 第 8 戦 イ ン デ ィ 500 の 観客 動 
員 を 断念 し た と 発表 


8/6 rtu1 


ド 1 メル セ デ ス 、2020 年 で 満 
了 と な る ボッ タス と の 契約 を 1 年 延長 

SE 日 本 レー スプ ロモ ー シ ョ 
ン (JRP) が 2021 年 シー ズン の カレ ン 
クタ 二 人 人 開国 の スラ クン MG 
争わ れる こと が 明らか に 

FE 第 7 戦 ベ ルリ ン ダ ・ コ ス 
タ が 2 連勝 。2 位 に ニッ サン ・e ダ ム ス 
の BK チャ ンク 3 (の の 
ィ ス ポー ツ ・ ア プ ト ・ シ ェ フ ラー の ルー 
6020 人 2 グフ リン 
還 記 ゴ * 思 較 ハブ オー ト が 第 7 戦 ル 
・ マ ン 24 時 間 に 向 け て ドラ イ バ ー ラ イ 
ン ア ッ プ を 発表 。2019 年 まで BMW の 
ワー クス ドラ イ バ ー を 務め た トム ・ ブ ロ 
ンク ビス ト を 起用 する こと が 明らか に 
(200 ン 人 N ン ニン 
(GTA) が 21 年 の レー ス 開 催 ス ケ ジ ュ ー ル 
を 発表 し 、 全 8 戦 の 開催 日 程 が 明らか に 

ヨ 目 に 斑 シリ ー ズ の CEO を 務め る 
ジェ ラー ル ・ ヌ ー ブ 、 8 月 29 日 に 開催 
が 予定 され て いた 第 3 戦 バ ル セ ロ ナ を 新 
型 コ ロナ ウイ ルス の 再 流行 に より キャ ン 
セル し 、 代 替 戦 は フラ ンス の ポー ル ・ リ 
カー ル で 行なう こと を 発表 


8/7 fi] 

F1 FIA が レー シン グ ポ イン ト 
RP20 の 合法 性 に 関す る 調査 結果 を 発表 。 
他 チ ー ム の マン シン を 模 條 し た と 判断 し 、 
レー シン グ ポ イン ト に コン スト ラク ター 
ズ ポ イ ント 15 点 の 刑 奪 、 さ ら に 40 万 ユ 
ー ロ の 久 金 を 科 し た こと を 明らか に 

FE 第 8 戦 ベ ルリ ン 決 勝 
BMW i アン ドレ ッ テ ィ ・ モ ー タ ー ス ポ 
ー ツ の マキ シミ リア ン ・ グ ンタ ー が 優勝 。 
2 位 に エン ビジ ョ ン ・ ヴ ァ ー ジ ン ・ レ ー 
ショ ンク (の) 目 還 の クン ンス 970 
3 記 計 多 二 2 ジル ンー ルレ ッッ ク し パ 
ル ニ ュ 


8/8 [sat 

F ド 1 第 5 戦 70 周 年 記念 GP 予 
選 ボッ タス が ポー ルポ ボ ポジション を 獲得 。 
2 番手 に ハミ ルト ン 、 3 番手 に ヒュ ルケ 
ンベルグ 
第 2 戦 富士 予選 GT500 
クラ ス は ARTA NSX-GT (野尻 智紀 ノ 
福住 仁 嶺 ) が 、GT300 ク ラス は 
ADVICS muta MC86 (阪口 良平 ノ 小 
高 一 斗 ) が それ ぞ れ ポー ルポ ジ シ ョ ン を 
獲得 


8/9 san 
F1 第 5 戦 70 周 年 記念 GP 決 
勝 フェ ルス タッ ペン が 今季 初 勝利 。 2 
位 に ハミ ルト ン 、3 位 に ボッ タス 


EE 第 9 戦 ベ ルリ ン ベル ニュ 
が 優勝 。2 位 に ダ ・ コ スタ が 入り 今季 の 
ドラ イ バ ー ズ タイ トル を 獲得 。3 位 に ブ 
上 
第 2 戦 富 士 決勝 GT500 
クラ ス は KEIHN NSX-GT (塚越 広大 
ベル トラ ン ・ バ ゲッ ト ) が 、GT300 ク 
ラス は シン ティ アム ・ ア ッ プ ル ・ ロ ー タ 
ス (加藤 寛 規 プ 柳田 真 孝 ) が それ ぞ れ 優 
勝 


8/10 [mon1 
F1 FIA、 レ ー シ ン グ ポ イン ト 
に よる 模 僚 的 な マシ ン 開 発 の 事例 を 鑑み 、 
デザ イン の 複製 の 範囲 を 大 幅 に 制限 する た 
め の 技 術 規 則 を 改定 する 方 針 を 打ち 出す 
F1 商業 権 を 保有 する リバ テ 
ィ ・ メ ディ ア が 2020 年 第 2 四半期 の 決 
算 を 発表 。 収 入 が 前 年 同時 期 比 で 96 % 
の 減少 と な っ た こと が 明らか に 
国 証 コッ y 罰 議 ACO、9 月 19 一 20 日 に 
決勝 が 予定 され て いる ル ・ マ ン 24 時 間 
を 無 観客 で 開催 する こと を 決定 


8/11 rtus] 


F1 FIA 、 ハ ー ス が 第 3 戦 ハ ン 
ガリ ーGP の フォ ー メ ーション ラッ プ 中 
に タイ ヤ 交 換 に 関す る 無線 の や り 取り を 
し た こと を 受け 、 フォ ー メ ーション ラッ プ 
の 無線 に つい て 制限 を 見 直す こと を 発表 

F1 Zi ウ 生 りー ョ レ 
ー シ ン グ ポ イン ト へ の 裁定 に 対す る 控訴 
手続 き を 進め て いる と 正式 に 発表 


8/12「wea] 

F1 シン ドイ ント 
RP20 の 製造 過程 に お いて 違法 行為 が あ 
る と いう FIA の 裁定 に 対し 、 正 式 に 控訴 
手続 き を 進め る こと を 明らか に 

F1 フェ ラー リ 、 第 6 戦 ス ペ 
イン GP に 向け て セバス チャ ン ・ ベ ッ テ 
ル の シャ シー を 交換 する こと を 明らか に 

EE 第 10 戦 ベル リン ニッ サン 
・e ダ ム ス の オリ バー・ ロ ー ラ ンド が 優勝 。 
(BA アラ ジン Das る 2 に 
ー ツ ・ ア プ ト ・ シ ェ フ ラー の レネ ・ ラ スト 
国 記 ev 夢 較 CARGUY RACING、 
2019 年 に 引き 続き 9 月 17ー19 日 に 開 
催さ れる 第 7 戦 ル し ・ マ ン 24 時 間 に AF コ 
ル セ と の タッ グ で 参戦 する と 発表 


8/13 rthu 


F1 FIA、 パ ワー ユニ ッ ト の モ 
ー ド を 予選 と 決勝 の あい だ に 変更 する こ 
と を 禁止 する 旨 各 チー ム に 通知 。 早 けれ 
は 第 7 戦 ベ ルギーGP よ り 適 用 へ 

EF1 ペレ ス 、 新 型 コ ロナ ウイ 
ルス の 検査 結果 が 除 性 と な っ た こと を 受 
け て 、 第 6 戦 ス ペイ ン GP に 出場 する こ 
と が 明らか に 

1 りり 第 12 戦 ベル リン メル セ デ 
ス EQ の スト フェ ル ・ バ ンド ー ン が 優勝 。 
2 位 に 同じ く メ ル セ デ ス EQ の ニッ ク ・ 
5 シリ (ニン CJPAiee eS 
還 記 /e 人 較 第 6 戦 ス パ 6 時 間 で LMP2 
クラ ス に 参戦 する ジャ ッ キ ー・ チ ェ ン 
DC レー シン グ の 37 号 車 か ら エ ント リー 


の ガブ リエ ル ・ オ ー ブ リ に 新型 コロ ナウ 
イル ス 陽 性 の 芝 い が 判明 し た と の 報道 
黄 思 ciE 瑞 議 ヒュ ルケ ンベルグ 、 ペ レ 
ス の 代役 と し て F1 に 参戦 する 可能 性 を 
考慮 し バル セロ ナ で 待機 し て いた た め 、 
8 月 16 日 に 開催 され る ADAC GT マス 
ター スズ 第 2 戦 ニ ュ ル ブル クリ ンク を 欠場 
する と 発表 


8/14 rg] 

F1 ウイ リア ムズ 、 第 6 戦 ス 
ペイ ン GP の 人 金曜 フリ ー 走 行 1 回 目 に 今 
季 F2 に 参戦 し て いる ロイ ・ ニ ッ サ ニー 
を 起用 する こと を 発表 
GTA、8 月 22<23 日 に 
開催 され る 第 3 戦 鈴鹿 へ 向け た 各 車 の 参 
加 条 件 を 発表 。JAF-GT300 マ ザー シャ 
シー の BoP 車 重 が 新た に 50kg 追 加 さ れ 
7 の 月 ら 6 の) 


8/15 sat1 

F1 第 6 戦 ス ペイ ン GP 予選 
ハミ ルト ン が ポー ルポ ジ シ ョ ン を 獲得 。 
2 番手 に ボッ タス 、 3 番手 に フェ ルス タ 
ッ ペ ン 

F2 第 6 戦 ス ペイ ン 決勝 レー 
ス 1 MP モー タス ポー ツ の 松下 信治 が 優 
勝 。2 位 に プレ マ の ロバ ー ト ・ シ ュ ワ ル 
DBM 三 の MR あー ョ ン 
の 周 冠 宇 

INDYW 第 8 戦 イ ン デ ィ 500 予選 
川 目 目 放 ン ドレ ツチ テ ィ ソ ニタ の < ル ョ 
・ ア ンド レッ ティ が この 日 の トッ プス ピ 
ー ド を 記録 
還 記 コッ 針 較 第 6 戦 ス パ 6 時 間 TOYOTA 
GAZOO Racing の 7 号車 トヨ タ TS050 
HYBRID (マイ ク ・ コ ン ウ ェ イ ン ノ 小 林 可 
夢 偉 / ホ セ ・ マ リア ・ ロ ロペス) が 総合 優 
勝 。 2 位 に 同 8 号車 TS050 HYBRID( セ 
287 ラミ cnl に こし ルッ レ ン 
ドン ・ ハ ー ト レー)、 3 位 に レベ リオ ン 
ョ レニ ョ ン シ ンク グ の 号車 レベ リオ ン RI8r 
キア クン (アリ ルル ョ シン: レラ シク スタ クト 
2 ネス レレ クル マン カド ) 


8/16 [sun] 
F1 第 6 戦 ス ペイ ン GP 決勝 
ハミ ルト ン が ポー ル ・ ト ウゥ ウ ・ ウ イン 。 2 
(im レベ ペタ 0 ペン 810 に トッ クス 


8/21 rm] 


| オー トス ポー ツ 」 No.1535 発売 


8/23 [sun1 
INDYW 第 8 戦 イ ン デ ィ 500 
画 に 7 二 議 第 5 戦 ミ シ ガ ン 
第 3 戦 鈴鹿 
ER 弟 2 戦 SUGO 
8/30 [sun1 
F1 第 7 戦 ベ ルギー 
F2 第 7 戦 ベ ルギー 
HINDY | 弟 9 戦 ゲー トウ ェ イ 
SE 開幕 戦 も て ぎ 


9/4 [fi] 


| オー トス ポー ツ 」 No.1536 発売 
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Round 2 請 月 
予選 で フロ ント ロウ 独占 。 決勝 の 強 さ は 本 物 か ? 


が MS つ 2 く 謎 めい た 実力 


GT-R 勢 に 見 つけ た 、 平 峰 と いう 希望 
絶好 調 の トヨ タ 陣 営 で 苦闘 が 続く ZENT GR Supra 


io 61 [大 串 信 の “私 見 "聞録 ] レー ス の 世界 に 残れ た 、 冷静 さと 自信 
rtDirector/Designer 原 靖 asutaka Hara (Nozarashi.inc = 日 了 | | 
Designer 本 間 将 一 Shoichi Homma (Homma Shoichi design office) 62 【LGT300 Winner] フ ビ 三 芋 o と きど き ギ リ ギ リ 。 
DTP Staff 桶 口 義 憲 Yoshinori Higuchi 40 GT500 GT300 レ ー ス レポ ー ト 44 GT500 ラ ッ プ タイ ムチ ャ ー ト 
片山 健一 Kenichi Katayama 
Publishing Manager 有 富 誠一 郎 Seiichiro Aritomi 6 軒 証 と 便 証 進化 する 角田 、 強く な る 松下 
ーー = <6 時 7 計 第 104 回 イン ディ 500 予 選 速 報 球磨 、 フ ロン トロ ウ 獲 得 ! 


auto SDOrt KG 


M O TOR SPORT 


16 
O レー Pi 剖 
情熱 の パワ ー ユ ニッ ト *mrces 
上 6e 99 

20 ホン ダ F1PU 開 発 揚 当 角田 打 史 一 -“ 能 製 メ ッ キ "の 威力 

FROM PIT CREW 28 王者 メル セ デ ス が 投入 し た 新 デ バイ ス 三 6 
「 導入 を 決め た 思惑 」 と | 作動 原理 」 に 迫る レー ェ 
@ ス ー バ パー GT 第 2 戦 富士 の 現場 で し た 。 当 選 通 知 メ ー ル に よる と 、15 an まみ と 
F1 70 周 年 記念 GP を 視聴 し た 。 フ 回 目 に し て つい に アタ リ を 引い た と 30 ANALYSIS 1 トー 制御 が も た ら す 無限 の 効果 
P2X20/ イ ペン 2 の ま 024 ハ 三 N タ NO の 0 6 yh だ 5 32 = 朋 レ ミ * か ム ア ^ ? 
イヤ で 突破 し た と きも 、 メ ル セ デ ス っ か り 忘 れ て まし た 。 ち ょ うど 我 が ANALYSIS 2 ロー ル 許 容 派 か ら ア ンチ 派 へ 
に 真っ 向 勝負 を 挑ん だ 決勝 も 、 思 わ 家 の マ スク の 在庫 が 切れ る 頃合 いで 
ず 心 拍 数 が 高かっ た 。 また 、F2 で は 。 し た が 、 こ れ は “ 定 念 品 と し て 未 FEATURE 
第 5 戦 レ - ス 2 で 角田 裕 毅 が 優勝 し 、 開封 の まま 取っ て お こう と 思い ます 。 nnnwnmnmnsmomnmsmmsmmmmnmsmーmmmmー mm ーーー ーーー ーーー 一 
翌週 の 第 6 戦 レ ー ス 1 で 松下 信治 が (きゃ りー) 連 、。 、 66 < を を %9 
二 和 SPEED 36 FIA フ ォ ー ミ ュ ラ ・ リ ー ジ ョ ナル 日 本 肖 手 権 開 革 ” 朱 用 索 * 生 の 可能 性 
すご か っ た 。 と くに 印象 深かっ た の 夫 F1 が 再開 され て か ら 早 1 カ月 強 が も 。 入 に 。 に 
は 、 バ ル セ ロ ナ で 見 せ た 松 下 の 走り 過ぎ まし た 。 お盆 で す 。 お 盆 に な る 76 [スペ シャ ルレ ポー ト ] ェ ス ティ バル “KK- 
だ 。 レ ー ス が チェ ッ カ ー 目 前 に 迫っ と どう も 私 は 時 間 の 経つ 速 さ に 一 層 2020 も て ぎ KART 耐 久 フ ェ ス ティ K-TAI 
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残り 1 周 半 、 悪 要 再び 


第 1 戦は 予選 14 番 手 、 決 勝 で は オー プ ニ ン グラ ッ プ の 接触 に より リ 
タイ ア 。 そ の カル ソニ ッ ク GT-R が 予選 で 4 番手 を 得 た 。 決 勝 で も 
第 1 ステ ィ ン ト の 平 峰 は 3 番手 を 争い 、 佐 々 木 へ と バト ン を つなぐ 。 
地力 に 勝る GR スー プラ 勢 に 先行 を 許す が 、 レ イブ リッ ク NSX の 猛 
攻 を し の ぎ 5 番 手 を 死守 。 と ころ が 、 フ ァ イ ナ ル ラ ッ プ を 目前 に し 
た 65 周 目 の ダ ン ロ ッ プ コ ー ナ ー で GT300 車 両 と 接触 。 そ の 横 を レ 
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第 1 戦 で トッ プ 5 を 独占 し た GR スー プラ 。 第 2 戦 で は ケー ヒン 
NSX が 「 ス トッ プ ・ ザ ・ ス ー プ ラ 」 に 成功 する が 、 今 回 も 5 台 の 
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の 「 ス トッ プ ・ ザ ・ ス ー プ ラ 」 は 、NSX と GT-R 両 陣営 の さら な 
る 飛躍 に か か っ て いる 。 
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過去 の 富士 ラウ ンド を 振り 返る と 、 決 勝 で は 
GT3 車 両 が 圧倒 し て いた 。JAF-GT と マザー シ 
ャ シー (MC) は 予選 で こそ 対等 に 戦え て も 、 

GT3 に 劣る 最高 速 に よっ て 抜か れ や すく 抜き に 
くい た め 、 決 勝 で は 分 が 悪かっ た の だ 。 し か し 、 
エヴォ ー ラ MC が 優勝 、BRZ が 2 位 と な り 、 第 
1 戦 に 続い て JAF-GT と MC が 表彰 台 に 登壇 。 今 7 人 に こ * 
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ぶ 
に 
ーー 


| ハマ っ て る 」。 不振 の 正体 、 いま た 


笠原 貴士 (Takashi Ogasawara) 


橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) ブ 小 3 


Photo : 


7.09452Wg72 


『 個 )J で SS け w XS で 8 まう J…… 
幅 つ 公 3p 克 寺 じ ょ JFJ6 し 陸 公 や 
G せ 4 し きっ で し 2 [SS ざし 会 
Q レ 9 リン ロペ ー ド に 公 補 っ | 

未 器 避 け No 方 で レ ン で 丸 閉 三 琴 論 


GI 無 の 層 明 会 朗々 し レ 如 時 骨 0 し っ 9 


ベー ミー の レヒ 局 電 國 完 G 臣 | ホー 


トン 村 宮 SO NM 択捉 し pN 
ロビ の エート ING 抽 洒 妃 っ 
〇 ベーhIhGI ト リロ ロー 衣 -S ひ で 
様 せ ーー 送 加 IG | 上 * 選 いさ 肘 ロ 


r べ Np′ 4 回 に 所 "や ロエン く へ 
PIGN ロ デレ あつ 区 
G つ に K 公 Q 選 「 守 光 G キ ー ミ ー 
て に く 公 ささ 羽 。 や つ し 人 ト 幅 会 QQ4n 特 
是 や 客 ン 区 つや ミロ ご ローK すさ 〇 
jpQ 受 し co 装 帳 維 4mp 喧 じ っ n い 03 
7 箇 寺 レ ーK ふ ー ヽ ) つ し じゃ 軸 己 っ 
BSC NG 首 Se 落 国 け いっ に 


REN 
ロ 
刀 


剖 民 GL 租 全 軍 jpS ぐ で で の 唱 福本 N67 


[o 叱 改 GS 和 械 IKK て 公 Q 馬 財 会 下 シン 
S 全 で 5 NuhJ 公 較 表 し 30 で O 和 ) 陸 


最 有 力 に 挙げ られ て 


勝 候補 
な い 。 


ーー 
て 


季 は 富士 で まだ 2 戦 あ る 。 そ の 間 題 を 克服 で き な け れ ば 、 タ イト ル は 見 えて 


会 
ラ 


立川 と 石浦 は と も に GR スー プラ の 開発 を 担当 。 立川 は 富士 マイ スタ ー で も あり 、 ZENT は 第 1 戦 で も 第 2 戦 で も 優 
「 課 題 は セク ター3]。 


いた が ……。 


の 民 科 に じ 態 森 疾 BE で しゃ 会 
で っ DS ご 弾 皿 つ きる 0 9 
つ G*o し や か て ト ト SN 凌 信 0G し せ 
や マ ンー HAI ( 補 田 還 県 選 ) を 癌 
4Q 令 必 肖 四 下 つっ 選 避 間 編 NaJ)? 
$ ト 回 @ 學 Q 放 し じゃ KW ン 民 尼 幸 丈 概 ws 
むつ 5 し やめ さ ーK テ デー ふし NG 
S 円 6 還 や 叫 S 全 で 応 ] 

< ト 幅 全 Q 区 つや ミ 中 世相 NeQOー の 
妊 田邊 G 表 聖 選 弄 や へ く 革 出 林 玉 「 や 
テト STN 公 埋 つ っ 踊 べ 公 間 Ne] 中 
し っ nt@? NuhJ や 総記 選 G 公 / 堅 覆 手 じ 
Jp 衣 還 JJS で 8 ペー ヤキ ト 和 入選 さ 9 
[ 械 芽衣 相 や 玖 N@) 要 っ 会 y 
で 交 旬 h6 ュ 3J 電 旧 て INn や 提 SQ を で 
つ ^ で 38 で 人 生け や 腰 だ さっ ? て 
て 店 裂 ン 己 玉 さっ rjJ っ Jeto っ) 共 
ヘ そ ロ N で し っ っ ろ G 公 SG ペー ャ ww 
む S ン し p 舞 全 N や て SS0 を 
っ ちや っ G 全 で ト ] 

へい ド ー ド 人 へ 球 ン 革 烈 や ふ ハ 
mm へり 掃 つ " 路 六 6 洋 褒 せき Nmn し ゃ 宮 
っ や いふ へ mAG 忌 要 389 
| 小 時 で さや この の エ せ 4 繝 机 う し 
つ ” マツ 揚 会 し Ne” SQ39 7 や せい ー 
ぐっ J 公 全 2JnS ざ SNOO い OS で し せつ 
レ っ "HKDL 人 会 雪 つ し SS っ っ JIJNG* 
し ゃ SQ" K て イベ ーー し にゃ ゼ 心 6 ン 民 くし 
ン SI@ や か リロ やつ し っ i セ 互 30^ 宮 
信 各 公則 閉会 幸 つっ し じゃ 」 

NGI 舞 唱 札 二 村 Net6n い ロロ ” 北 三 や 
[円 個 (に 除 @) 円 垢 全 会 信 し っ っ 」 
aJM っ いい 〇 ^ 忠 某 や や ヽ ふ ペー の 汚 
会 和 N@ つ J 弄 財 ko? 

[ 心 G ふ ミル ュ っ) つじ 弁 光 し じ 悩 や し 
きぐ うお せ 4 で で うっ 喘 全 和 い し NN で 
会 や か イト トロ 賠 田 衝 NepGSG 公 


対し 、ZENT は 2 戦 と も 表彰 台 に 立て て いな 


まず は “も っ と も 身近 な ライ バル " に 勝つ こと が 意 務 だ 。 


2 戦 連 続 3 位 の ワコー ズ ( 


今季 の セル モ は 昨季 王者 ワコー ズ と の 2 台 体 制 を 敷き 、 ピ ッ ト も 共有 。 


い 。 


が ///7/427/』 


s 想 来る 0 し っ ぷっ ? 親 綴 へ 和 
ー3 や や 二 N6 つつ) NN で や W 打 0 レ や か て ト S 
teaJ4 ト 駅 も セ 1) ン セー ミー ロロ SO 
レ つ Hen? ふさ ミル G 選 臣 幸 会 IK や し 
っ うり っ 心 全く Chie 案 応 ? 

や いふ ふ ー 公 握 回 JpD4 ト 回 や p 咽 7 尽 
で さり 臣 で No 8 で の を SS シン m で し 提 
レレ じゃ 園 5" 泡 肝 篤人 日 ドミ さ 心 つ ハ 
h 公 SS っ 6 し Q 80 っ JNTJ 公 聴 調 会 
っ J” 正 を 還 失 公表 褒 同じ を で し 
N ャ ー ユ へ 必 唱 男 い の っ し 器 つ っ ぐし 
記 30” NovnSQS う っ 」] 

ト JIJCQ ヘ ーK へ ハ へ 38 よ JGー せ か し 
KSNIh NT AH や p 明 結 つ * 冊 恒 G 箕 
呈 品 に 中 ロ 全 @ や トイ ト ト 補 配 し 
足 壮 時 G 巡 で 層 yeS2J り fi っ 中 祭 やつ 
刀 や ミ 由 二 殺 7 ト J ょ J 公 人 @ く て 系 心 へ ト 
ドー ベ くし ふ ャ モ ベ 所 G 占 圭 公 人 で 
Ne3 代 陣 和 を K て RTNeT 一 G や し 
2JG 6 の SS 抽 % 図 つ 叫 や の で hG 公 ? 
QOQO 性 品 ne 所 G 財 守 し て 
ふ 明 折 人 く て さ 公 で ぐ 唱 沿 守 NG 民 
区 て 公 | 遇 表 くし っ ne8 生 7 
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大 
串 


信 


の 
阪口 晴 南 が GT500 デ ビュ ー。 ぶっ つけ 本 番 で 予選 3 番手 獲得 


{ BI レ コン ング クト ドラ (の 三 / の 08fMI6 
が ん じ が ら め に され る 以前 の こと 。 こ ご 
れ は 聞い た 話 で は ある けれ ど 、F1 グラ ンプ 
リ の パドック に は その レー ス で シー ト を 得 ら 
れ な か っ た 選手 が ヘル メッ ト や レー シン グ ス 
デー ツ な と ど ド ライ ンク キ ァ アー 玩 を 持っ < うる 
つい て 、 あ ちこ ちの チー ム に 顔 を 出し て は 愛 
婚 を 振り まい て いた と いう 。 彼ら の 望み は 何 
か 不測 の 事態 が 起き て 現場 で 空席 が で きた と 
に 人 計 じ 人 YEI2DCK の Ge っ 
さす が に さま ざま な 面 が 洗練 され 契約 が 積 
み 重 な っ た 現代 の サー キッ ト で は 、 こ うし た 
現場 で の 売り 込み は よほど マイ ナー な カテ ゴ 
リー で 00 ル KB0D29a し 00 だ パー の っ 


GT 第 2 戦 で SARD か ら GT500 に デビ ュー し 、 


小 也 開発 工業 


S.SAKADUCNHI RH+B 


ぶっ つけ 本 番 だ っ た に も か か わら ず 予 選 Q2 
で 3 番手 に つけ る タイ ム を た た き 出 し た 阪口 
晴 南 を 見 て 、 な ん と な くそ ん な 話 を 思い 出し 
500780927S5 

阪口 は 2018 年 まで ホン ダ の 育成 ドラ イ バ 
ー と し て 育ち 、 全 日 本 F3 選 手 権 に まで 到達 
7 請 NE2 G ウ クラ の 852 トル 
(0 き 中 の 人 り 二 る 2 20 の ん 同居 
は |「 ホ ンダ を クビ に な っ た 阪口 は これ で 終わ 
り だ | 的 な 陰口 を 叩 か れ 、 阪 口 は ずい ぶん 悔 
し い 思 い を し た と いう 。 

不 確 定 要 素 の 多い モー ター スポ ー ツ と いう 
競技 の な か で 、 若 手 選 手 の 能 力 を 評価 する の 
は 難し い 。 正 し い 評価 が 為 さ れ な か っ た せい 
で 志 半 ば に 消え て いっ て し まっ た 選手 も 少な 
カ ら idiND る Id7E 滞 レッ | 
阪口 は 自分 に 下さ れ た 判定 " 
上 SG 層 れ る に と は か の うだ っ 
| 自分 に 対す る 自信 は ずっ と 
持っ て いま し た し 、 速 く 走 る 
目 信 も あり まし た 。 で も 、 あ 
る 環境 の な か で その 現状 を 打 
破 す る 能力 は な か っ た の だ な 
と 思う ん で す 。 す べ て を 環境 
の BN る 気 ほ は くめ 
り ま せん 。 本 当 に 強い ドラ イ 
バー な ら そ うい う 環 境 の な か 
で も 何かしら 結果 を 出し て 生 
き 残 る ん だ と 思う ん で す 。 そ 
うい う 部 分 で 、 ぽ く は 負け て 
いた 。 そ れ は ぼく の 責任 な ん 
で す 。 ホ ンダ さん も それ まで 
3 年 も チャ ンス を くれ て いた 
1 の NN 還る の で 局 
謝 し な くち ゃ いけ ませ ん |] 
聞き 方 に よっ て は あま り に 
も 優等 生 的 な 言葉 か も し れ な 
い が 、 ぼ ぽく は 心から 納得 し た 。 
ぼく は 長年 に わた っ て 若手 
ライ バー 育成 プロ グラ ム を 上 
め て きた が 、 そ の 間 に つ く づ 
く | 日 本 人 と は 人 を 評価 する 
の も 人 に 評価 され る の も ホン 
ト に 下手 くそ な 国民 で ある こ 
00 の SI2 9 の 00 6 
日 本 人 は 、 た と えば ある 基 
準 に 満た な い 人 間 に 対 し て ダ 


ー レー ス の 世界 に 残れ た 、 冷 静 さ と 自信 


Text : 大 串 信 (Makoto Ogushi) Photo : 益田 和久 (Kazuhisa Masuda) 


メ 、 と 評価 を 下 し た と き 、 評 価 さ れ た 人 間 は 
まる で 全 人 格 を 否定 され た か の よう に 受け 止 
め 、 評 価 す る 人 間 は それ が 怖く て 評価 を キッ 
パリ と 言い 渡さ ず ぼ ぽ ぼんやり ご ま か し て し まい 
が ち に な る 。 結果 、 波 風 は 立た な いけ れ ど も 、 
ば ん や り 生 ぬる い 社 会 が 形成 され て いく 。 そ 
りゃ 国力 が 落ち て 中 国 や ら 韓 国 や ら に 見 劣り 
C 有 Gi に VDT / 月 の 2 

語 敵 を 恐れ ず に 言え ば 、 育 成 プ 呈 グ ラム の 
落第 な ど 、 た か が 育成 プロ グラ ム の 落第 で し 
か な い 。 そ れ で すべ て の 希望 を あき さら め る 必 
要 は な いわ け で 、 も っ と 冷静 に 受け 止め て 、 
その と き 自 分 に と っ て より よい 方 向 を 見 い だ 
すき っ か け に すれ ば それ で よい の だ 。 落第 判 
定 は 、 落 第 し た 人 間 に よ り よ い 方 向 を 向 か せ 
る た め の 前 向き な 節目 と 考え て 、 判 定 す る 人 
間 は ぼん や り ご ま か さ ず む し ろ 厳 格 に 判定 を 
言い 渡す べき だ 。 そ こ で より よい 方 向 を 見 い 
だ せな い 人 間 は 、 元 々 何 を や っ て も ダメ な の 
だ し 、 よ り よ い 方 向 を 向 か せ る こと が で き な 
い 人 間 は 人 間 を 判定 な ど し て は いけ な い 。 
阪口 は 、 判 定 を 受け 止め て 自分 に 足り な か 
っ た こと は 何 な の か を 冷静 に 分 析 し 、 そ れ で 
も 目 分 で は 速く 走る こと に 自信 を 持て た か ら 
レー ス の 世界 に 居 残 っ た 。 そ うい う 姿 勢 が 別 
の 方 向 か ら の 評価 を 呼ん で 、 彼 に チャ ンス が 
も た ら さ れ た の に 違 いな い 。 

[去年 、K-tunes さ ん に 拾っ て も ら わ な か っ 
た ら 、 そ こ で ぼく の レー ス 人 生 が 終わ っ て い 
涙 の も レ れ ま B/ 目 邊 阪 貼 人 言 の が 目 人 < 
チャ ンス を 呼び 込む の は レー シン グ ド ラ イ バ 
ー に と っ て 重要 な 能力 の ひと つ だ 。 そ の ひと 
7 の 5222 ルツ 6 くら レー シン ンク 
を 抱え て お 呼び で は な い サ ー キ ッ ト の パ ド ッ 
ク を 歩き 回 る と いう 形 で 成立 し て いた と いう 
(ODN の SI ま IO の 

ホン ダ の 育成 プロ グラ ム を 離れ た 2 年 目 に 、 
トヨ タ の GT500 マ ン ン の コク ピッ ト に 座っ 
て その マシ ン を スタ ー テ ィング グリ ッ ド 3 番 
手 に 導い た 阪口 の こと は 、 今 後 ど うな る の か 
は 別に し て 、 今 の と ころ は アッ パレ と 言わ ざ 
る を えな い 。 ご これ も また 誤解 を 恐れ ず に 言う 
AH まる の ラ リョ マン の まう 上 司 の 
評価 を 気 に し て ビク ビク し な が ら 悲 杜 な 表情 
で ステ アリ ング を 握る 一 部 若手 ドラ イ バ ー に 
は 、 阪 口 が 良い お 手 本 に な る の で は な いか と 
が の ん 


ONTIEEPDOGE 
由 コ // り 屋 


の O 四 で H 必 Ks 政 受 〇 Ox 
取 民 唱 如 き 8 く IhIhAG 門 


Text : 雨 國民 人 編 (Hiroki Kamisakamoto ヽ 的 ) 
Photo : 彰 田 選ぶ (Kazuhisa Masuda) ヽ 其 忠則 (Takashi Ogasawara) 


、 ャ キモ G 理 、 せ m 貴 S 箇 人 じ っ 
ひ yp” Non っ 心 二 O 公 地 如 っ 
っ 心 癌 到 つつ し っ 全う っ うり 十 ロ リゼ 
っ] 
忠司 へ ヘ ト エ ト ・ に 私 ミ ・ ロ 
ー ふ KG 祥 括 李 忠 せ 。 皿 生 GKI ト で ハ 
けい 0 っ し on 衣 選 7 


公 い し 人 AH ロ て ミネ レル ハン マニー 


公 届 ン 維 癖 つ し っ 刀 の ヒ の の の いい 届く“ 


つ 公 つつ” < ト FT し ば 光 ン ホー 全 拓 半 


避 SS 抽 叶 を を NIL 二 GTDU 出 皿 " 


0 中込 て て 話 症 や p 薬 ご G 1 鵜 S 当 ご" 
出 且 害 に ハ 中 へ さく 生還 放し こっ 
65J1J 人 研 必 いし うっ Ne" NN で SS 競 公 ” Q 
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忠 過 や ドー トー 区 で お 公 人 ぐ QK ト 
ト さ ハ へ 心 選 陣 い 0 し っ 尽 慎 蝶 | 悪 全音 時 
員 さ し | 壁 S 員 *%。 4N 財 の FOO の の 
ヽ 、…oG 〇 選 ヽ IihK4LG や し すさ 押 G ふ て 
ィ ミ 抽 思 突 坊 で 詩 田 六 的 弄 四 7 
ふ ャ ン ミ く G 右 活 *mm 細 や " 
*  Q 忠 局 き 遺 椅 導 し じゃ くく 穫 区 皿 会 ぐ 
2 YO 中 や 中 喘 し の 移 や つか と x 壮 | 
ME つ 公 つ 。 未 訟 し じ せ 衣 エ ーー ミト ミー 
公 虫 6 て INN さ う 嘱 戦 で で ヘー マハ 
ィ リ S で で し っ 5 や つ し [中 吐 机 部 選民 <QS で 3pG し SO 
さっ で 尋 | の っ < ト 回 ” 引 田 棚 六 谷 骨 寸 に 中 記 つ 妨 JJ し 表 句 し せる 
ヴー ド 如 | 人 R8 訪 my セー ふつ mm 束 jpGH マ て く へ 人選 症 琶 "JJ 
ィ て ふし 咽 画 ? 守 了 や へ いて 喝 嘆 っ し See” 局 由 会 ン "トーG や や うっ 
り 晴 ぐ 公 ′ 坦 明 の 貴 中 中 ー ハ キハ ー ロ 中 (Oo 6 受 や 橋 ン 人 
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Engine: C=Chevrolet, H=Honda | Chassis: Dallara IR-12 | Tire: Firestone 
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触り 心地 は シル ク の よう に 滑ら か で 、 強 力 な 拓 水 力 を 誇る 。 通 常 の 雨 程度 で あれ ば 、 洗 車 
後 の よ うに クル マ が キレ イ に な り 、 洗 車 の 回 数 を 減ら すこ と が で きる と いう わけ だ 。 


[EX キー パー の メカ ニズム ] 


回 


圧倒 的 な 厚み の コー ティ ング 被膜 
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開発 の VP326 は 圧倒 的 な 厚み を 持つ 。 塗 装 表面 に は 凸凹 が あり 、 
コー ティ ング 剤 が 厚い ほど コー ティ ング 表面 を 平滑 化 で きる の で 、 
汚れ が つき に くく な る 。「DIAMOND KeePer」 も 他社 製 の 30> 
50 倍 の 厚み を 持っ て いる が 、VP326 で は それ 以上 の 厚 さ 。 汚れ 


圧倒 的 な 厚み 
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中 性 洗剤 で 洗車 後 、 独 自 開発 
の 鉄 粉 除去 補助 剤 と 化学 粘土 
で 、 洗 剤 で は 落と せな い 鉄 粉 
を 落と し て いく 。 専用 クリ ー 
ナー を 使い 汚れ を 溶かし つつ 、 
古い コー ティ ング も 落と す 。 こ 
の 後 、 も う 一 度 中 性 洗剤 で 洗車 。 


洗車 時 の すす ぎ は 水道 水 の 後 、 
必ず 純 水 で 行なう 。 水 道 水 に 
は ミネ ラル 分 が 含ま れ て お り 、 
電 い た どき に 水 シ ミ が で きる 
可能 性 が ある 。 純 水 の 場 合 、 こ 
うし た 心配 が な い 。 
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の つき に くさ は 段違い だ 。 ち な み に 、 ス ー パ ーGT 開 幕 戦 優勝 の 
KeePer TOM 'S GR Supra に も EX KeePer を 施工 済み 。 レース 
後 は どの 車両 より も キレ イ で 、 他 チー ム の メカ か ら 和 驚か れ た と か 。 


EX KeePer の コー ティ ング は 2 段階 。 ま ず は PG (下地 剤 ) か 
ら ボ ディ に 塗り 込み 、 拭 き 取 っ て いく 。 専用 の チェ ッ ク ボ ー ド 
を 当て な が ら 、 拭 き 残 し や 塗り ムラ が な いか どう か も 確認 。 コ 
ー テ ィング 作業 は ドア の 内 側 や サイ ドス テッ プ な ど 、( ド ア を 閉 
め た と き に ) 隠 れる 部 分 か ら 始め る 。「 外 側 の ボディ か ら 始 め る 
と 、 隠 れ た 部 分 を 拭き 取る 際 に ウェ ス が どう し て も 外側 の ボ デ 
ィ に 触れ て 二 度 拭き みた い に な り 、 ム ラ が で き て し まう ん で す 」 
(店 長 の 岩瀬 真 広 さ ん )。 ま た 、 コ ー テ ィング は 1 箇所 (エリ ア ) 
ご と 。 「 拭 き 残し や 塗り ムラ が あっ た 場合 、 上 塗り で は 仕上 げ が 
劣る の で 、 PG か ら や り 直 し に な り ま す 。 ボン ネッ ト な ら ボ ン ネ 
ッ ト と 1 箇所 ずつ 終わ ら せ て いき ます 」| と いう 徹底 ぶり だ 。 


PriCe 

オプ ショ ン 
鏡面 研磨 
\41,900 


車両 サイ ズ 施工 価格 メン テ ナ ン ス 


軽 研磨 
\8,600 


SS \108,100 


\16,600 


S \117.900 \9,500 \46,.100 \18,.600 


M \128,500 \10,300 \50,300 \20,800 


上 \143,000 \10,.900 \53,500 \22,800 


由 L \152,600 \12.000 \59,700 \27.000 


XL \166,300 


別 傍 見 積 り 別途 見 積 り \31,.300 


洗車 料金 を 含む (税込 み ) 。 車両 サイ ズ は ホー ムペ ー ジ で ご 確認 くだ さい 。 

作業 時 間 の 目安 :8 一 12 時 間 ( コ ー テ ィング 硬化 完了 まで を 含む ) 

走行 距離 1000km 以 上 の 車両 は 必要 に 応じ て 、 「 軽 研磨 」 | 鏡面 研磨 」 を 行ない ます 。 
EX KeePer は 6 年 保証 。 より リキ レイ な 状態 を 保つ た め に は 、 

2 年 に 1 回 の メン テ ナ ン ス (有料 ) が 必要 で す 。 

ノー メン テ ナ ン ス の 場合 は 3 年 保証 と な り ます 。 使用 環境 に よっ て 異な る 場合 が あり ます 。 


次 に VP326。 ここ と で は ボディ に ライ ト を 当て な が ら 、 拭 
き 残 し や ムラ が な いか を 確認 し て いく 。 後 は コー ティ ン 
グ 剤 の 硬化 を 待つ だ け ! (取材 は 7 月 上 旬 に 行ない まし 
た 。 マス ク 着 用 の うえ 、 作業 し て も ら っ て いま す ) 


今回 紹介 し た EX KeePer を 1 名 様 に プレ ゼン ト ! 


住所 、 氏 名 、 年 齢 、 職 業 、 車 種 、 年 式 、 色 、 日 中 に 連絡 の 取れ る 電話 番号 を 明記 の うえ 、〒160-8461 東京 都 新宿 区 新宿 6-27-30 新宿 イー スト サイ ドス クエ ア 7F 
株 式 会 社 三栄 auto sport 編 集 部 [EX KeePer プ レ ゼ ント ] 係 まで お は が き で 申し 込み くだ さい 。 申し 込み の 締め 切り は 2020 年 9 月 4 日 まで (消印 有効 ) で す 。 


WWW.KeeOe/77g の O./D 


取材 協力 : KeePer LABO 千葉 ニュ ー タ ウン 店 千葉 県 印西 市 泉野 1-144-6 (カイ ンズ モー ル 千 葉 ニ ュー タウ ン 店 敷地 内 ) 谷 0476-33-6910 
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スー パーGT、 ス ー 
パー 耐久 の チー フ 
エン ジニ ア を 務め 
る 近藤 収 功 (か ず 
の り )。 マ シン 開発 


ベー スグ レー ド は 2 リッ ター 直列 4 気筒 ター ボ の 8AR-FTS 型 を 搭載 する RS。ST-3 ク ラ 
ス で は 唯一 つの タ ー ボ 車 と な る 。 市 販 車 の ミッ ショ ン は AT の み で 、 マ ー ク X と 同じ シー ケン 
シャ ルミ ッ シ ョ ン を 搭載 し て いる 。 


9 重 
1 1 
ーーー 一 一 


ダッ シュ パネ ル の 形状 な ど 、 市 販 車 の イメ フロ ント スポ ボ ポイ ラー は Green Blaze と 同形 
ー ジ を 受け 継ぐ イン テリ ア 。 ド ア の 内 装 は 状 。 空力 効果 は も ちろ ん 、 プ ロ ポ ーション 
上 半分 の み 生 か され て いる 。 を より ワイ ド & ロー に 見 せる 視覚 的 効果 も 。 


ー 


サイ ドス カー ト は Green Blaze と 同形 状 。 ト ラン ク 後 端 の リヤ スポ イラ ー は 純正 、 GT ウイ 
ング は レー ス 専 用 品 だ 。 V6 エ ンジ ン の カン 高い 排気 音 を 聞き 慣れ た 者 に と っ て 、 直 4 ター 
ボ の 乾い た 低音 は 非常 に 新鮮 。 
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右 か ら 順 に 川合 孝 汰 、 吉 田 広樹 、 服 部 尚 貴 、 平 沼 貴 之 、 黒 岩 唯一 。 
合 は 86/BRZ レ ー ス の 了 開幕 戦 で も 優勝 し 、 大 器 の 片鱗 を 見 せ て いる 。 
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Green Blaze ク ラウ ン 発 売 中 
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フ 2 し り リ - 戦 R し 
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Green Blaze ク ラウ 

ン は 東京 オー ト サ ロ き 

ン で 発表 され た アル = 

シン p 王 MO 2 ワウ 


Green Blaze 第 2 弾 。 
ダウ ン フ ォ ー ス を 増 
加 さ せる エア ロ パ ー 

ツ の ほか 、 ボ ポン ネ ッ 

ト に 施さ れ た グラ イ 

ンダ ー ペ イン ト ( 左 
9 UER N 

ヨ ペ ッ ト の こだわ り 

が だ くき ん 8 半 玉 ト 
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611 万 2000 円 -823 万 5000 円 (消費 税込 み ) 
グレ ー ド は RS の み (3.5 リ ッ タ ー ハ イブ リッ ド 2WD、2.5 リ ッ タ ー 
ハイ ブリ ッ ド 2WD/4WD、2 リ ッ タ ー ガ ソリ ン 2WD) 
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の キー と な る 人 物 。 


em と へ さき ざき 区 潜 虹 


JIN 。 は ご 和英 瀧 (回 oO) V 遇 NN: 汗 


(赤軍 9 


人 護 OrNYWY ニ ニテ こと 二 ー 人 
の 稿 定 へ き () AUrrGS 天 江 


叶 へ 階 


に 
レノ トー 


ー 苫 MIN 志 靖幸 
9r の ov 科 m ベ さ マー ニー と 件 財 滴 S 


ヽ ー 
ヾ ~ 


導 S テ < る ルル テ 純 射 び さ () 。 当 刀 
世 エー キー で 86 AS 償 


(上 


帳 政 < 愉 A 汚 護 放さ き ぶ 廷 mr 


を い 
brBgii HFaYB 


り 全 虎 9 登 


ご 


ご 
ン 


箇 局 入 ク 2 っ へ 


ツチ た 本 3 


レコ 


H ハ ユー セ hN@ K ユ ユー ハイ 回 林 褒 
Shh ド ーz//HIh く G 維 審 ー の oo 
革 ぐ Hm 性 LN 瑞貴 章 べ 肖 "やつ に | 
ゅ 革 ペ 衝 刊 4 性 L の 嗣 由 再選 般 
っ ′ 選 ン GS て nh トー ミー 宙 手 つ 
し で ” 填 陣 窒 ゴ 后 MEACO く ロ 
・ 貼 ハト で ハート トロ KR・ ド ミー 
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4⑯ 7) 8 % 
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アレ ックス ・ バ ロウ 


笑 の いま の 原点 。 


Photo : 上 尾 雅 英 (Masahide Kamio) LAT 
2015 年 、16 年 GP3。17 年 は 全日 本 F3 に ThreeBond 


Racing with DRAGO CORSE か ら 参 戦 し 、3 勝 を 挙げ て 
シリ ー ズ 3 位 に 。18 年 欧州 F3。19 年 は 再び 日 本 へ 活動 の 


場 を 移し 、 スー パー フォ ー ミ ュ ラ と GT300( 
イン ディ カー に Dale Coyne Racing witn Team Goh か ら 


フル エン トリ ー。 1997 年 スペ イン ・ バ ル セ ロ ナ 生 まれ 。 


Alex Palou 


SDpeolal Thanks : Dale Coyne Racing with Team Goh 


ThreeBond Racin 
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2020 INDYCAR 


回 選 慢 


シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 経 験 者 で ある ライ アン ・ ハ ンタ ー - レイ と 終盤 
最後 の リス ター ト で 競り 勝ち 、3 位 フィ ニッ シュ 。 
イオ ワ ・ レ ー ス 2 で は 予選 7 番手 と 、 オ ー バ ル で の スピ ー ド も 見 せ た 。 
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K-TAI で 知っ た “新た な 感情 " 


| 味方 が いる レー ス 」 の 魅力 


2001 年 に は じ ま り 、 今 年 で 20 回 目 を 数 えた 真夏 の 宗 典 "K-TAI' 


持っ て いな く て も 参加 が 可能 な こと に 加え 


競技 ライ セン ス を 
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(Koji Tanaka ン 本誌 ) 


: ホン タダ ファ イナ ンス ノン モビ リティ ラン ド 


Photo : クラ ブレ ー シ ン グ (Club Racing) 
商事 横浜 ゴム ンプ ホ クビ ー ン 本 田 技研 工業 


Text : 田中 康 
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格 つ 四 ン 釧 寺 会 和 で GS き 斬 95 つ 
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ぐ ” NG 要 電 せ 臣 下っ CO 令 枢 四 
字 っ りつ し エー 中 注 唱 杜 で herJ っ J 搬 中 
4 還 さ と に CSAGESM 

公 い し じゃ 4H 杜 ボー て 史 用 っ ペー ハ 
へ や ヽ ふと I い マー ロリ SN6J ュ J” 酷 糧 せ 
エー で こく ロ ー ロ て 上 臣 褒 唱 里 で NerJ 


激突 。 こ の クラ ッシュ の 修 


いこ 


KW 会 87 NuapNnap ド ボー て で レト 屯 
m 品 (4 ト 結 婦 棄 諾 ロロ トミ に 表明 し 
の 蘭 配 上 路 コロ 令 琶 ) や 時 思 つじ 拉 昌 
ぶ レ シン で NO で ( 抽 ) つら っ 心 継 0 や 
S ご つや S 公 "時 款 G て I ト ミー 公 球 
R つ し 恒 和 ボー 間 思 下村 上 つ も 旬 
^ て し ホー ベ G 基 写 公 軸 ポ レ ン で te 簡 
光 KN ハー し ゃ 肖 で wmS っ や G し 
p” 公 い に 悪 会 を いし っ ボー て ペー 
K く や ゼ ” だ させ セ ぐ ト 所 や SO" し jp 


追突 され 、 そ の 衝撃 で 前 走 車 ( 


ーー 


ト !JG マ と - ヒマ ー し ゼ 遂 民 全 っ Ne? 8 会 
<Q。 ロー ミ 選 で 居 地 0 せ 穫 っ Jp 
さっ や 6 し じ つ 忌 ] 

8 つ 公 けけ KN つ ハイ さ ー に KK は や 還 - く 
層 う つじ 6K ユ 会 人 で "上 四 く ユ 


JJ 根上 SG 寺内 狼 環 つ いで っ 
ーK 粗 共 史 慰 tetM 貴 正 Yo で ? で 
862JG 剖 いし | 珂 ロ 衣 吉 鈴 い 4 
ぶし Ss ンド ーー て 紀 天 つね | ょ JJ 会 トー 
ルレ で と - ヒマ ー ゼ や" 円 個 S っ JIJNG 型 叫 
こさ 8 ン 悩 つ し っ N@G し せっ 公 ? 

[っ 多 っ 系 基 中 所 ント J 
8⑮ こ ご や? 咽 定 G ド ー ン て 陣 っ J 玉 
ぐ I@ ローK 卓 @ 紅 っ jp じ WoN ミ IT 
ーK く SG しく リーン 科せ 末 ン や っ 
玩 表 団 hG 宮木 の っ 心 般 演 じき お つ 
SHNn し セ 「 NRN 悪 世 JJ で 
し G ヽ ーK ヤ エト GS 公男 く ユー 
K ロ 廿 如 中 冶 会 人生 で G し ” 尽 人 S レ 
二 蝶 つ 苦 財 せ 稔 訪 @ 避 公 革 N 公 品 


ら 他 車 ( 
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第 1 ステ ィ ン ト を 担当 し た チー ム メ イト が V 字 コー ナー で 左 後方 か 
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と を 重視 する な ど 、 面 久 レ ー ス の 勘 ど 
安居 院 さ ん 。 チ ー ム メイ ト へ の 走り の レク チャ ー も 積極 的 だ っ た 。 
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急きょ 、 WRC の カレ ンダ ー に 加わ っ た 
ラリ ー・ エ スト ニア に 貴 元 選 手 も 出場 ! 
た だ 、 過去 の 参戦 で は 苦い 経験 も …… 
ここ の ステ ー ジ は か な り 手 ご わい よう で す 
Text : 勝田 貴 元 (Takamoto Katsuta) 

Photo : 古賀 敬介 (Keisuke Koga) TOYOTA 


- 人 エエ クレ スト に 妥 注 意 | 
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や ジャ ンプ の 姿勢 は 自然 な よう に 見 えま す が 、 も っ と 不 目 然 な "勾配 の 付け 方 を され た クレ スト が ある よう で す 。 (8s) 


お 久しぶり で す ! ラリ ー ド ライ バー の 
勝田 貴 元 で す 。 新型 コロ ナウ イル ス の 
響 で 第 3 戦 メ キシ コ 以 降 ス トッ プ し て いた 
WRC で す が 、 い よい よ 9 月 4-6 日 の ラリ ー 

・ エ スト ニア か ら シ ー ズ ン が 再開 し ます 。 僕 
の コラ ム も 第 2 戦 ス ウェ ー デ ン 後 以来 と な り 
ます が 、 よ ろ し く お 願 いい た し ます 。 

その ラリ ー・ エ スト ニア 、 当 初 の WRC の 
イベ ント カレ ンダ ー に は 入っ て いま せん で し 
た が 、 シ ー ズ ン 途 中 で カレ ンダ ー 入 り し まし 
た 。 7 月 上 旬 の 発表 記者 会 見 の 際 に は 、 な ん 
と エス トニ ア の 首相 や 関係 閥 僚 も 同席 。 も と 
も と ラリ ー が 大 好き な お 国柄 と は いえ 、 す ご 
いで すね ! 今回 は その ラリ ー・ エ スト ニア 
に つい て お 話し し た いと 思い ます 。 

じつは 、 僕 は 過去 に 2 回 、 ラ リー・ エ スト 
ニア に 出場 し た 経験 が ある の で す が 、 結 果 は 
どちら も リタ イア …… 。 いま の と ころ は あま 
り い い 思 い 出 が あり ませ ん (苦笑 )。 

初 参戦 だ っ た 2016 年 は ERC (ヨー ロッ パ 
ラリ ー 選 手 権 ) の イベ ント (車両 は フォ ー ド 
・ フ ィ エ スタ R5)、 2 度目 の 19 年 は WRC プ 
ロモ ー シ ョ ナ ルイ ベン ト (車両 は 新型 の フィ 
エス タ R5) だ っ た の で す が 、16 年 は クラ ッ 
シュ 、19 年 は ジャ ンプ の 間 地 の 際 に ラジ エ 
ター を 破損 し 、 と も に リタ イア と な り ま し た 。 
競技 車両 で は それ ほど 長い 距離 を 走れ て いな 
い の で す が 、 レ ッ キ で は フル ステ ー ジ を 走っ 
て いま す の で 、 僕 か ら 見 た エス トニ ア の ステ 
ー ジ の イメ ー ジ や 特徴 を お 伝え し た いと 思い 


表 の 。 

まず ステ ー ジ の タイ プ か ら 。 

エス トニ ア の ステ ー ジ は 基本 的 に ハイ スピ 
ー ド で 、 ジ ャ ンプ が 多く な っ て いま す 。 バ ハイ 
スピ ー ド & ジャ ンプ と 聞く と 、 フ ィ ン ラ ンド 
を イメ ー ジ する 方 も 多い か と 思い ます 。 実際 
に 走っ て いて も フィ ン ラ ンド を 走っ て いる と 
き と 似 た よう な 感じ は ある の で す が 、 そ の な 
か に も や は り 違 い が あ り ま す 。 

その ひと つが 、 フ ィ ン ラ ンド より も 路面 が 
ルー ズ (砂利 っ ぽい ) と いう 点 で す 。 

ステ ー ジ に よっ て も 異な り ま す が 、 フ ィ ン 
ラン ド の 路面 は か な り ハ ー ド な ベー ス で 固め 
られ て お り 、 比 較 的 高い グリ ッ プ を 得る こと 
が で きま す 。 エ スト ニア の ステ ー ジ は 、 な か 
に は ハー ド ベ ー ス の 路面 も あり ます が 、 基 本 
的 に は 路面 に 砂利 が 多く 乗っ て いて 、 滑 りや 
すく な っ て いま す 。 フィンランド に 比べ 、 路 
面 が 少し や わら か い セ クシ ョ ン が 多い の で 、 
わだち が で き や す く も ある 。 こ こ が セ ッ ト ア 
ッ プ 面 で も 大 き な ポ イン ト に な っ て きま す 。 
1 ルー プ 目 は 砂利 が 多い の で 滑り や すく 、 砂 


利 が 掃 け た 2 ルー プ 目 は わだち が で き て いる 、 


と いう 感じ で 、 い ずれ に し て も 難し く な り そ 
フ で み 。 

も う ひ と つつ 違う 点 が ジャ ンプ 。 こ れ が と て 
も 厄介 な の で す 。 区 地 の 際 、 クル マ に ダメ ー 
ジ を 負い 、 リ タイ ア し た ドラ イ バ ー が 僕 以外 
に も た くさ ん いま す 。 原因 は 、 高 さ の 出る ハ 
イス ピー ドジ ャ ンプ が 多い と いう こと と 、 人 


工 的 に 作ら れ た クレ スト (その 先 が 見 えな く 
な っ て いる 起伏 ) か ら の ジャ ンプ が ある と い 
うこ と で す 。 エス トニ ア の ステ ー ジ に は "人 
エク レス ト " が 無数 に あり 、 そ の クレ スト で 
の 飛び 方 が ナチ ュ ラ ル で は な く 、 高 さ が 出 る 
飛び 方 と な っ て し まう こと が 多い の で す 。 人 
エク レス ト が それ ぞ れ どれ くら い 飛 ぶ の か を 
見 極め る の は 容易 で は あり ませ ん 。 
昨年 の オン ボー ド 映 像 を 見 て みる と 、 地 元 
の オイ ッ ト ・ タ ナッ ク 選 手 で さえ も 人 エク レ 
スト で 飛び すぎ 、 ラ イン を 外し て コー ス ア ウ 
ト 。 あわ や クラ ッシュ …… と いう 場面 も 見 受 
けら れ ま し た 。 ご 存じ の 方 も いら っ し ゃ る と 
思い ます が 、 昨 年 の エル フィ ン ・ エ バン ス 選 
手 も こ の 間 地 時 の 衝撃 で ケガ を し て し まい 、 
その 後 の WRC の 2 戦 を 欠場 する こと を 余儀 
な くさ れ ま し た 。 こ の よう に 、 革 スト 三 了 ア に 


は か な り リ スキ ー な ジャ ンプ が 多く あり ます 。 


今年 の ステ ー ジ が どの よう な も の と な る か は 
レッ キ を し て みな いと 分 か り ま せん が 、 僕 を 
含め て ジャ ンプ を 心配 し て いる ドラ イ バ ー は 
少な く な い は ず で す 。 

さら に 今年 の ラリ ー・ エ スト ニア は 開催 期 
間 が 短く 、 ほ か の WRC イベ ント に 比べ て 距 
離 も 短く な っ て いま す 。 チ ャ ン ピ オ ンシップ 
を 戦っ て いる 選手 た ちか ら す る と 、 最 初 か ら 
全開 で 行か な いと 勝負 権 を 得 ら れ な いと いう 
展開 と な り そ う で す 。 そ の な か で 僕 も どこ ま 
で 食らい つい て いけ る の か 。 経験 値 を 上 げ る 
こと を 第 一 に 考え な が ら 、 ト ライ し て いこ う 
と 思っ て いま す 。 

いよ いよ 再開 され る WRC。 第 2 の ホー ム 
で も ある ラリ ー・ フ ィ ン ラ ンド が キャ ン セ ル 
と な っ た の は と て も 残念 で す が 、 同 じ タ イプ 
と も 言え る ハイ スピ ー ド ラリ ー の ラリ ー・ エ 
スト ニア が カレ ンダ ー 入 り し て くれ た の で 、 
すご く 楽 し み で す 。 た だ 、 新 型 コ ロナ ウイ ル 
ス の 秦 威 が 去っ た わけ で は な い の で 、 今 後 も 
体調 面 や 衛生 面 で の 管理 を 徹底 し 、 万 全 の 状 
態 で シー ズン の 再 ス ター ト を 切り た いと 思い 
ます 。 引き 続き 、 応 援 を よろ し く お 願 いい た 
し ます ! 
が つた た か も と FCJ (2011 年 王者 )、 全 日 本 F3 C ク ラ 
ス (13 年 シリ ー ズ 2 位 ) な ど を 経て 、15 年 に 「TOYOTA 
GAZOO Racing ラ リー チャ レン ジ プ ロ グラ ム 」 の ドラ イ バ ー 
に 選出 。17 年 WRC 第 7 戦 イ タリ ア の WRC 2 で クラ ス 3 位 。 
18 年 WRC 第 2 戦 ス ウェ ー デ ン の WRC 2 で は クラ ス 初 優勝 を 
果たし た 。19 年 は WRC 第 6 戦 チ リ で も WRC 2 クラ ス で 優勝 
し 、 ド イツ と スペ イン で は ヤリ ス WRC を ドラ イブ 。20 人 年 は 


この あと 、 欧 州 ラ ウン ド 3 戦 十 ジ ャ パン の 計 4 戦 に ヤリ ス 
WRC で 参戦 する 。1993 年 愛知 県 生ま れ 。 


作家 いし いし ん ビ と 
小学 生 の 息子 ひと ひ が 描 く 


すばらし きき モータース ポー ツ の 世界 


書籍 化 プ ブロ ジェ クト 
「 モ ノコ トメ ー カ ー ズ 」 で 応援 を 募集 し て いま は す 


https://crowdfunding.Sun-a.com/projects/ishiishinji-pitin 


応援 いた だ いた 方 へ 
感謝 の 気持 ち を 込め た @⑳e を 9⑯ を お 届け し ます 


人 @ プ レミ アム カバ ー デ ザイ ン の 書籍 
@「 ピット ・ イ ン 」 カ ラー イラ スト 使用 ポス トカ ー ド 8 枚 セ ッ ト 欠 い し いし ん じ 書 き 下 ろ し 「 内 容 は 、 お 楽し み ] お まけ ブッ ク 
@ 書 籍 の 巻末 に 、 応援 いた だ いた 方 の 「 お 名 前 クレ ジッ ト 」 を 掲載 豊 い し いし ん じ 直 筆 サ イン & イ ラス ト 入 り ス ペ シ ャ ル シー ト 
人 @ 希 望 の テー マ で 、 い し いし ん じ が 書き 下ろ す 世 界 に ひと つの 小説 
@2020 年 10 月 1 1 日 (日 ) オ ン ラ イン 出版 記念 パー ティ 開催 


〇 + 2 


詳細 は 上 記 URL ま た は QR コー ド か ら プ ロジ ェクト 告知 ペー ジ に て 、 ご 確認 くだ さい 
「 お まけ 」 は 、 この クラ ウド ファ ン デ ィング か ら 、 ご 支援 いた だ いた 方 の み の 特 典 と な り ます 


2020 年 1 1 月 発売 予定 の 書籍 「 ビ ピット ・ イ ン 」 の 事前 注文 を 受け 付け て いま す 。 
書店 さま へ の ご 案内 ご 希望 に 応じ て 、 お 客 様 へ の 購入 特典 と し て 「 著 者 いし いし ん じ 氏 の 直筆 サイ ン 入 り カ ー ド 」 を ご 用 意 し ます 。 
お 問い 合わ せ 、 ご 注文 は 下記 まで 、 お 願い し ます 。 


著者 : い し いし ん じ 2020 年 11 月 発売 予定 電話 :03-6897- 4611 (平日 10:00 - 17:00) 


書籍 『 ピ ビッ ト ・ イ ン 」 | 発行 : 株 式 会 社 三栄 | 株 式 会 社 三栄 販売 統括 部 担当 : 宮 外 
絵 : い し いひ と ひ 予価 : 本 体 2700 円 十 税 メー ル : san-ei@san-ei-COrD.CO.jD 


見 て 、 聞 いて 、 走 っ て 感じ た と っ て お き 


| 衣 


Text : 後藤 比 東 至 (Hitoshi Goto) 
Photo : MINI CHALLENGE JAPAN / M.A.R.T. 
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ビー レノ ルル 。 
後藤 比 東 至 に と ぅ o と し) 


レー ス 参 戦 に 人 生 を か ける 自動 車 雑誌 & 
Web 編 集 者 。 今 和 李 も TOWA INTEC RACING 
より スー パー 耐久 (ST-2) に 参戦 (#59 
DAMD MOTUL ENDLESS WRX STI) し 
8 連 罰 を 目指 す 。MINI CHALLENGE 
JAPAN 19 年 シリ ー ズ 2 位 。 


目 宅 シン ミュ レー タ に | 助手 席 側 ミ ラー」 を 求め て 四苦八苦 


4/ 


計れ イイ ! |。 1 月 に 東京 オー ト サ ロ ン 会 
を もこ 場 で 見 つけ た 超 横 長 湾 曲 モ ニタ ー。 自宅 
の シミ ュ レ ー タ 用 に 、 1 画面 の 手軽 さと 、32 
: 1 と いう 超 横 長 の サイ ズ 感 が ちょ うど いい 。 
さら に 湾曲 と いう と ころ に そそ られ た 。 

シミ ュ レ ー タ の モニ ター に 必要 な スペ ッ ク は 
[リフ レッ シュ レー ト (1 秒間 に 表示 を 切り 替 
えら れる 回 数 ) 100Hz 以 上 」 と [応答 速度 ( 色 
00281id の り 昌 | 半 5ms 以 下 」 と 2 0 
ら を 満た し て いれ ば 、 風 景 の 流れ や 他 車 の 動き 
が カク カク し た り 、 残像 が 残っ た り せ ず 、 ゲ ー 
ム 界 で いう と ころ の | ヌル ヌル 動く ]」。PC の ス 
ペッ ク に も 関わ っ て くる が 、 ボ ク の PC は 「i9- 
9900k & RTX2080Ti」 と いう 「 全 ゲー マー 
憧れ の 仕様 ( 笑 ) 」 だ か ら 、 ど ん な ハイ スペ ッ 
クモ ニタ ー を 選ん で も 大 丈夫 な は ず 。 


ん 4 万 7 


多少 無理 を し て も 3 モニ ター に する 価値 は ある 。 大 き さ 的 に は 49 


イン チ (32.1) の 幅 1200 ミ 
SU ou 


リ に 対し 信 還 9 


ネッ ト で 探し まわ っ た 結果 、SAMSUNG の 
49 イ ンチ を amazon で 購入 し た (C49HG90 
約 12 万 円 )。 並行 輸入 品 の た め 、 説 明 書 も 韓国 
語 の み と の @ 和 0 用 (0 の 0O2 間 全休 生 
っ た けど 、 届 いて みれ ば 間 題 な し 。 た だ 想像 以 
上 に 人 引 K0 00 MM 下 90S00M AA 
変 。 モ ニタ ー は 液晶 面 を 硬い も の に コツ ン と 当 
て だ 訂 000 ク 220000 80 0 5 
て 横着 せ ず 誰か に 手伝っ て も ら っ た 方 が いい 。 
か くし て 超 横長 湾曲 モニ ター は 、 幕 張 メ ッ セ で 
太く 0 まま マイン ミコ レー クタ (IM まま た 

本 020 し じつは 、 憧 れ だ っ た 49 イ ンチ に も 、 
ひと つ だ け 不 満 が あっ た 。 そ れ は 助手 席 側 の ミ 
ラー が な い (映ら な い ) こと 。 も うほ ん の 少し 
横 に 長け れ ば 入る の に 、 ギ リ ギ リ で 切れ る 。 ロ 
ー タ ス 2-11 や AW11 くら い の 車 格 な ら 無 理 を 
9 ほか ん ル ん ご か 人 0 は ほ はず する の だ が と こう りん 億 
界 的 に 不 自然 な 感じ は 否め な い 。 超 横長 で 湾曲 
し て いて も 、 や は り 1 画面 で は ミラ ー の 位置 が 
前 方 すぎ る 。 | 自宅 用 だ か ら ……」 と 自分 を 納 
得 さ せる べく 2 カ月 間 は ミラ ー な し で 走っ た 。 
0000UOA MO 助手 席 側 の ミラ ー を 見 て 
MNO の GA ほそ んで 見 (VNU 20 
も 「 あ る べき ミラ ー が ある 場所 に な い | と いう 
0 GO MO CSGCS AO SO 
[小さ い モ ニタ ー を 継ぎ 足せ ば いけ る か も ?」 と 、 
縦 サ イズ が 同じ に な る 27 イ ンチ モニ ター (msi 


G27C4 約 3 万 円 ) を 購入 する こと に 。 も ち 
ろ ん 事 前 に | 継ぎ 足し 作戦 ] が いけ る の か どう 
か は ネッ ト で さん ざん 調べ た …… 97 が 7 
る よう な いけ な いよ うな 、 結 論 が 出 な いま ま 、 
(タス 全う 2 に ら 00 クル ク ( 還 いい U 、 
ん さら も う 2 台 追加 じ く 3 モータ 作 人 し うら 
ゃ う の も アリ ? 」 と 、 自 分 で 自分 の 育 中 を 押し た 。 
結果 は …… 二 還 晩 頑 張っ だ た が タメ だ っ た 。 
2 台 の モニ ター を 並べ る と 、 モ ニタ ー の 切れ 目 
が 画面 の 中 心 に な っ て し まう 。 さらに 左右 の モ 
ニタ ー の スケ ー ル が ズレ る 。 何 か 手 が ある の か 
生出 0000U00 ボク 0 の 0 ま GU EE 用 
PC 系 の 疑問 で ネッ ト に な いと いう こと は 、 つ 
ま ま MG な 0 GO の EGG だ ら 当 し 

と いう わけ で 、 仕 方 な く ( 笑 ) も う 2 台 を 購 
入 す る こと に 。49 イ ンチ は 6 万 円 で 友人 宅 へ 
引き 取ら れ た 。 そ し て つい に 、 念 願 の 助手 席 ミ 
ラー を ゲッ ト ! し か も サイ ドウ イン ド 上 ウ の 風 
景 の 流れ の リア ル さ は 圧倒 的 で 、1 画面 の 比 で 
は な い 。 あ る べき 場所 に ある 助手 席 ミ ラー ! 
いや ぁ 、 ト リプ ブル モニ ター 最高 で す 。 し か も 3 
台 あ わせ て も 最初 の 1 台 よ り 安 く て 得 し た 気分 
( 笑 )。 と いう わけ で 、 助 手 席 側 ミ ラー の お 値段 
0 軸 Mcdco 12+ 9-6 万 円 、 し め て 15 万 円 也 。 


ゴッツ の 近況 報告 
ニチ ャ レン ジ 富 士 戦 は 
ロケ ッ ト S ス トー ル 


ーー 信 還 = いい * 三 
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at、 人 


一 


ーー 
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(mr 
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MINI CHALLENGE JAPAN2 戦 目 の 台 は FSW。 予 選 2 
番手 か ら の レー ス 1 で 、 珍 し く ロ ケッ トス ター ト が 決ま り 、 
1 コー ナー を トッ プ で 抜け る も 、100R で アウ ト 側 か ら 並 
( 届 IGG トッ プ を 走っ た の は セク ター 1 だ け 。 悔し い 2 
位 表 彰人 台 と な り ま し た 。 続く レー ス 2 は リバ パー スグ リッ ド 
で 3 番手 か ら 。 ロ ケッ トス ター ト 再 び ! 意気 込み すぎ 
て 、 ま さか の エン ジン ス トー ル ( 泣 ) 。 避け て くれ た みな さ 
に は 感謝 し か あり ませ ん 。 優勝 は 2 戦 と も 松本 武士 選手 
(BRP)。 次 戦は 8/23 SUGO で す 。 
ゴッツ の twitter>https://twitter.com/HitoshiGOTOH 
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オー トス ポー ツ 読 者 の みな さん へ 


PHEEMI・ 三 
唱 HEAEN 


回 EBBRO 1/20 プ ラス チッ クキ ッ ト 

Team Lotus type49C 1970 2 名 様 
EBBRO の 1/20 プ ラス チッ クキ ッ ト モ デル か ら 、Team Lotus 
type49C 1970 を 2 名 様 に 。 その 他 の ライ ン ア ッ プ は エブロ 


の HP まで 。 
提供 : エム エム ピー 
URL : www.ebDbbro.CO.jD 


EBBRO 1/43 ス ケー ル モ デ ル 
CALSONIC IMPUL GT-R SUPER GT 


GT500 2019 #12 1 名 様 


月 一 バース で 新 製品 が 登場 する EBBRO 1/43 ス ケー ル モ デ ル 
か ら 、CALSONIC IMPUL GT-R SUPER GT GT500 2019 
ZsaEw2lli の ) 帳 妥 生き 


#12 を 1 名 様 に 。 そ の 他 の ライ ン ア 
提供 : エム エム ピー 
URL : www.eDbbro.CO.jD 


2018 カタ ロニ アサ ー キ ッ ト T シ ャ ツ 
今年 の OF1 グ ラン プリ 開催 で 30 回 目 の 節目 を 迎え た カタ ロニ ア 
サー キッ ト 。 こ の T シ ャ ツ は カタ ルー ニャ 州 の イエ ロー に カ 
ー ボ ン 柄 の 黒文字 が アク セン ト と な っ て いる 。 


り だ 信 ス eS 
回 BBS ク リア ファ イル 1 名 様 


スー パーGT な ど に 多数 ホイ ー ル を 供給 し て いる BBS。 シ ンプ 
ル な デザ イン の た め 、 普 段 使い に ピッ タリ の クリ アフ ァイル 


tk る 8 

サイ ズ : 310mmx220mm 
提供 : BBS ジ ャ パン 株 式 会 社 
URL : www.DbDbsS-japan.CO.jD 


応募 方 法 畔 Aca7sN 


1 名 様 


郵便 番号 、 住 所 、 氏 名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番号 を 明記 


し 、① 希 望 す る プレ ゼン ト の 番号 、② 今 号 で お も し ろか っ た 記事 と 
その 理由 、③ 今 号 で お も し ろく な か っ た 記事 と その 理由 、(④ 好 き な 


2 ニー、 


⑤ 好 き な ド ライ バー、 


(⑥ オート スポ ー ツ へ の 要望 を お 


書き の うえ 、 下 記 ま で お 送り くだ さい 。 


2020 年 9 月 4 日 (消印 有効 


〒160-8461 東京 都 新宿 区 新宿 6-27-30 


(株 ) 三栄 オー トス ポー 


新宿 イー スト サイ ドス クエ ア 7F 
ツ 編 集 部 | 1535 号 プレ ゼン ト ] 係 


SI( 計 N 8%O7AM 村 D) | INFORMATION | 気 に な る 情報 を 速攻 チェ ッ ク 


10 月 9 日 か ら 開催 日 本 グラ ンプ リフ ォ ト コン テス ト 


鈴鹿 市 を 含む 37 の 構成 団体 か の ら な る 鈴 
鹿 F1 日 本 グラ ンプ リ 地 域 活性 化 協議 会 
は 、 本 来 今季 の 日 本 グラ ンプ リ (GP) が 
開催 され る 予定 だ っ た 10 月 9 日 ( 金 ) カ 
ら 鈴鹿 F1 日 本 グラ ンプ リフ ォ ト コン テ 
スト ] を 開催 する 。 

新型 コロ ナウ イル ス 感 染 拡 大 の 影響 に 
より 、2020 年 の F1 日 本 GP の 中 止 が 発 
表 さ れ た 。 鈴鹿 市 で は 翌年 の 日 本 グラ ン 

プリ 再開 へ 向け た 機運 を 醸成 する べく 、 

6 月 下旬 か ら 鈴 鹿 市 出身 の 熱田 護 氏 の 写 
真 展 を 三重 県 内 の 各所 で 開催 し て いる 。 

今回 の フォ トコ ン テ ス ト は 、 翌 21 年 の 
日 本 GP 再開 へ 向け て 日 本 全国 の モー タ 
スポ ー ツ ファ ン 、F1 フ ァ ン と つなが り の 
場 を 提供 する と いう コン セプト の も と 、 特 
別に 企画 され た 。 当選 上 位 5 作 品 の 応募 
者 に は 現在 写真 展 で 展示 され て いる 熱田 
氏 の 写真 パネ ル が 寄贈 され る 予定 だ 。 

写真 の テー マ は 、 こ れ ま で に 鈴鹿 で 開 
催さ れ た F1 日 本 GP の 観戦 に 関連 し た 内 
容 で 、 本 人 が 撮影 し た も の な ら 何 で も 応 
募 が 可能 で ある 。 


応募 方 法 は 、 同 協会 の 公式 ツイ ッ タ ー 
アカ ウン ト を フォ ロー し 、 応 募 す る 写真 
に ハッ シュ タグ を つけ て 投稿 する と いう 
シン プル な も の で 、 応 募 枚数 の 上 限 は な 
い 。 た だ し 、 作 品 に 日 付 や 名 前 、 ク レジ 
ッ ト な どの 文字 入力 加工 を し た も の は 応 
募 不可 な の で 注意 が 必要 だ 。 

澤 身 の 1 枚 を 持っ て いる と いう 方 は 、 
この 機会 に ぜひ 応募 し 、 翌 年 の 日 本 グラ 


ンプ リ 再 開 へ の 機運 を 盛り 上 げ て ほし い 。 


圏 テ ー マ : 

鈴鹿 F 1 日 本 GP に 関連 する も の 

一 応募 期間 : 

2020 年 10 月 9 日 ( 金 ) 10 月 30 日 ( 金 ) 
圏 応募 方 法 : 

① 公 式 ツ イッ ター を フォ ロー 

② 応 募 写 真 に 指定 の ハッ シュ タグ 
[|#Suzuka21 フォ トコ ン 」 を 添え て ツイ 
ー ト 

圏 公式 アカ ウン ト : @suzuka212121 
圏 URL : http://suzuka21.com 
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携帯 か ら も 応募 で きま す 
※ 携 帯 か ら の 応募 締め 切り は 2020 年 9 月 3 日 ( 木 ) で す ! 


携帯 か み ら の 応募 は 、 下 記 ア ドレ ス に アク セス し て くだ さい 。 ケ ー タ イ ・ コ ー ド 対応 
機種 を お 持ち の 方 は 右 QR コー ド か ら ア クセ ス で きま す 。 サ イト に アク セス し た 後 は 、 
サイ ト 内 の 指示 に 従っ て くだ さい 。 応募 は ひと り 1 回 と な り ま す 。 
住所 等 は 正確 に 入力 し て くだ さい 。 正確 に 入力 し て いた だ か な い 
と 商品 の 発送 が で き な い 場合 が あり ます 。 
※ 応 募 ハ ガキ 、 応 募 メ ー ル に よっ て お 預かり し た 各種 デー タ は メ 
ッ セ ー ジ の 誌面 へ の 掲載 、 プ レ ゼ ント 発送 、 弊 社 刊 行 物 の ご 案内 
の 発送 以外 の 目的 に 使用 し ませ ん 。 


https://San-eishobo.jp/form/pub/3/as1535 
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